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1．研究大会テーマ

｢基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」

2．期日 平成１０年１１月２日（月）

３．主催 石川県書写書道教育連盟

４．後援 石川県教育委員会・内灘町教育委員会・石川県私立幼稚園協会

5．会場 内灘町立大根布小学校・内灘町文化会館

6．記念講演演題「これからの書写・書道教育の方向と課題」

講師平形精 先生：静岡大学教授：

：全日本書写書道教育研究会常任理事：

：全国大学書写書道教育学会理事：

7．日程

１０:００１０:３０ １２:00１３:00：４０１４:２５：４０ １５:１５１６:３０

８．研究協議会Ｉ（10:30-12:00）内灘町文化会館

４

受付 研究協議会Ｉ 昼食･鰯

(内灘町文化会館）

受付|公開授業 職艫会Ⅱ 全体会

(大根布小学校）記念講演

内容 提案者

これからの書写書道教育にむけて

情報化と総合的な学習 ￣
押木秀樹（上越教育大学助教授）

八田和幸（金沢市立浅野川中学校教諭）



舌辛花兄

内灘町教育委員会教育長

ﾌI公里子張乏毫壼

第９回石川県書写書道教育研究大会が、我が内灘町において開催されますことに心より

お祝いを申し上げますとともに皆様をご歓迎申し上げます。

ご承知のように、学校は２１世紀初頭の学校週五曰制完全実施に向けて、大きな変革を

求められています。すなわち、子どもたちにとって伸び伸びと過ごせる学校、自分の興味

・関心のあることにじっくり取り組めるゆとりのある学校、そして分かりやすい授業が展

開される学校をめざさなければならないと言われております。また、総合的な学習の導入

もあって、ますます国際化・情報化の進展が課題になってくると思われますが、一方日本

の言語や伝統、文化を大切にする心を培うこと、それらを現代に生かすようにすることも

大切になってくると思います。

幸い本県においては、幼稚園から大学までの６校種が連携した本連盟が、熱心な活動を

地道に続けられる中で、今日的な課題に対応してこられたことは誠に意義あることと敬服

しております。お聞きしますと、此処数年「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育む書写

書道教育」というテーマのもと、研究授業や研究発表を中心に実践的な研究を進められ、

それぞれの校種にあった成果をあげられているとのことでした。今回の大会におきまして

も、これらの曰頃の成果を交流しあい、さらに高め合っていただき、有意義な研究大会に

なることを願ってやみません。

最後になりましたが、本研究大会の開催のためにご尽力いただきました関係各位に、ま

た研究授業並びに研究発表のために実践を積んでこられた先生方に心から敬意を表します。

そして、石川県書写書道教育連盟が、本研究大会を契機にますます充実発展されますこと

を祈念してお祝いの言葉とします。

３
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石川県教育委員会教育長

ｉ正ｒ」妄ﾖヲニ

第９回石川県書写書道教育研究大会の開催を心よりお祝い申し上げますとともに、貴連

盟が平成元年の発足以来１ｏ周年を迎えられ、多年にわたり本県書写書道教育の充実発展

に尽くされましたことに、深く感謝の意を表するものであります

本年６月、中央教育審議会より「幼児期からの心の教育の在り方について」の答申がな

され、７月には教育課程審議会より、各学校がゆとりある教育活動を展開し、子どもたち

に「生きる力」をはぐくむことを基本的視点とする答申が出されました。これらの答申の

中では「豊かな人間性」を育むことの重要'性や「基礎・基本を確実に身につける」ことの

大切さが述べられております。第１回大会以来、貴連盟が大会のテーマとして掲げており

ます「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる」ことは、まさに、答申の精神と軌を－

にするものであり、この課題に向けての実践研究の成果がおおいに期待されているところ

であります。

我が国では、近年一段と情報化、国際化が進展し、社会の変化は予測を遥かに越えたも

のとなっております。このような状況の中で<子どもたちには、コンピュータやインター

ネットを自在に使いこなし、情報を的確に活用する能力を身につけることや、諸外国の言

語・文化に親しみ、国際理解を深めることが望まれております。しかし、このような激し

く変化する社会状況の中にあって、まず何よりも大切なことは、子どもたちが自己の主体

`性を喪失することなく豊かな心を育み、日本人としてのアイデンティティを確立すること

であると考えます。

書写書道教育は、日本の四季折々の美しい自然や伝統文化に支えられ、言葉をより正し

く、美しく、表現に深みと厚みをもたらそうとするものであり、また、「書は人なり」、

「書は筆・墨・紙の芸術である」、「書は文学である」等多くの書論、書観が展開されて

いることから、われわれ日本人と書との不可分な関係を読みとることができます。漢字か

ら流麗な仮名文字を創造し、東アジアの漢字文化圏の中で独自な文化を形成した祖先の在

り方を思うとき、文字はその創造力と国際感覚をも示唆する遺産であり、時を超え日本文

化の根元にあり続けるものであるとの認識を深くいたしております。

また、家族に教えられながら初めて自分の名前を書いた曰の思い出は、子どもにとって

忘れがたいものがあります。言葉や文字は親や周囲の愛情とともに、子どもに伝えられる

ものであり、書写書道教育の原点は国語教育と同様、まさに家庭教育に始まり、生涯にわ

たる学習へと発展し、曰本人としての生き方そのものに深く結びついて存在すると言って

も過言ではありません。石川県書写書道教育連盟がその独自の在り方として、幼児期から

高等教育までを包括して活動する所以は、実にこの点にあるといえましょう。

最後になりましたが、大会開催にご努力いただきました関係各位のご苦労に、深く感謝
申し上げますとともに、本研究大会の成功と石川県書写書道教育連盟の更なる発展を祈念

いたしまして、祝辞といたします。

２



主芙拶良

一一

石川県書写書道教育連盟会長

第９回石川県書写書道教育研究大会長

ｊ蒼毫貝１１友佳

このたび、石川県の諸学校で、書写書道教育にたずさわっておられます教育者・研究者
のご参加をえて、第９回石川県書写書道教育研究大会を、内灘町立大根布小学校と内灘町
文化会館を主会場として開催することになりましたことは、誠に喜ばしいことであり、研
究のご発表をされます方々やご参加下さいました各位とともに、心からの慶びを申し上げ
たく存じます。

さて、本連盟各位には、幼稚園から大学に至るまでの各校園・大学を、書写書道教育の

一貫`性・有機的連携性という目的のもと、全国にその例を見ない連盟化を全国に先駆けて
なし遂げ、今年に至るまでの約１０年有余の問、書写書道教育の発展のために努力され、

本連盟会員相互の切瑳琢磨と親睦のために心を蓋くしてこられたところであり、その成果
は徐々にではありますが、次第に評価を受けつつあるところであります。

また、当初、本研究大会の開催地をローテーション方式とし、特定の人々と地域に遍在
しての活動を極力避け、更なる将来への発展を期して、輪番方式を目途としてきたところ

でありましたが、平成７年度の第６回大会で、初志を貫徹することができ、一サイクルを

終え、目下、第２ラウンドの進行中でありますが、これも本連盟の会員のご理解とご協力
の賜物であり、本連盟の力量の漸進の証でであるとも云えましょう。

第９回研究大会のために、ご遠路遥るぱると、再度講演のためにわざわざご来県頂きま

した講師の、静岡大学教授平形精一先生、そして、本大会の開催に当たってご指導と各

種の便をお計りいただいた県・内灘町教育委員会のご好意に、連盟会員一同を代表して心

からの感謝の意を表する次第であります。また、本大会を目指して、今日に至るまで研究

発表のために研鎖してこられました押木秀樹先生・八田和幸先生・北野京子先生、そして

研究会の助言者・司会者としてご参加賜わりました諸先生方、さらに、本大会を成功裡に

導くべく会場の設営等にご協力とご壷力を賜わった大根布小学校の成瀬英義校長・教職員

各位と内灘町文化会館々長と職員各位、及び本連盟研究大会実行委員の各位に、心からの

敬意と感謝の意を表したいと存じます。また、石川県下の各地より、本大会参加のために

ご出席下さった先生方の熱意に対して、敬意を表したいと思います。

最後になりましたが、石川県書写書道教育連盟が、会員各位の不断のご努力とご協力と

によって今後ますます発展し、会員各位には、ご健勝にて研究・教育に益々ご精進下さる

ことを心から祈念しまして、第９回研究大会に当たってのご挨拶と致します。

１
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1、挨拶・祝辞

石川県書写書道教育連盟会長
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石川県書写書道教育研究大会第９回



９．公開授業（13:40～14:25）大根布小学校

１０．研究協議会Ⅱ（14:40～15:15）

１１．全体会（15:15～16:30）司会

石川県書写書道教育連盟会長

石川県教育委員会教育長・内灘町教育委員会教育長

･挨拶

･祝辞

･記念講演平形精一先生（静岡大学教授）

演題「これからの書写９書道教育の方向と課題」

５

発表者 司会者 記録者

研究協議会Ｉ

石Ill蝋溌鷆報構雛駐剪
塩泰尚

鍬iii蝿IWi中輔娠

富樫慶樹

上肺蝿H中報鰄

佐原加津美

石１１１県h[lMMi舗類學』iiiii識、

酒井喜久子

鍬ii蝿中報繍

宮崎祐子

校種 学年 題材名 授業者

小学校 ３ 筆使い（かたかな）「ピル」 北野京子教諭(内馴立大根布小学校教諭）

発表者 司会者 記録者

研究協議会Ⅱ

七尾Ｍ１方縮繍所主任構蝉
帽子山瑞枝

雛i｢立離小報纐

城村政子

鍬ii立三勵報鰄

北島洋子

硯粒'11王小報繍

橋場美貴

騨馴立繍ﾉ１１報繍

新谷幸 －－－
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内灘町立大根布小学校３年１組

児童数３９名

授業者北野京子

1．単元名筆使い（かたかな）「ピル」

２．目標

・自分の課題を見つけ、意欲を持って学習することができる。

.曲がりと折れの違いについて理解し、筆使いに気をつけて書くことができる。

3．指導にあたって

第３学年の書写の学習においては「毛筆を使用して、点画の始筆、送筆（折れ、曲

がりなど)、終筆（止め、はね及びはらい）などの筆使いに注意しながら、文字を丁

寧に書くこと」が目標のひとつになっている。１学期は毛筆で、縦画、横画、折れ、

はらいなど基本的な点画の書き方について学習した。本単元で}±、かたかなの筆使い

を学習する。漢字と似た筆使いもあることから、今までの応用もでき、児童にとって

は取り組みやすい単元であると思われる。しかし、曲がり、下から上への折れの筆使

いは今まで書いたことのないものである。この二つの違いに気づいたり、筆使いを学

習することで同じ筆使いを持った漢字にもまた、応用できると思われる。

本学級の児童は、４月から毛筆の学習に大変興味を持ち､意欲的に取り組んでいる。

１学期は教師が主体になって、用具の使い方に慣れたり、基本的な筆使いを学習した

りしてきた。しかし、折れやはらいなど筆使いは、個人差が大きく、まだまだ十分に

書けない児童が多い。また、姿勢や筆の持ち方についても、しっかり定着していない

児童がいるので、その都度声かけが必要である。硬筆で「上」「ル」を書いたものを

調べてみると、「上」の曲がりの部分は、ほぼ全員書けていたが、「ル」では、折れ

が曲がりになっている児童が３名、折れた後が短く、はねのようになっている児童が

半数程度いた。

そこで、「曲がりは、速さをゆるめ、止めずに方向を変える｡」「折れは、－度止め

てから方向を変える｡」という違いを毛筆で大きく書くことにより、しっかり確認さ

せたい。また、一人一人が主体的に学習できるように、試書と教科書を比べて、自分

のめあてをはっきりさせたり、練習用紙の順番を自分で決めるなど、使い方を工夫さ

せたりしたい。さらに、毛筆での学習を生かして、曲がりや折れのあるほかの文字に

ついて硬筆でも気をつけて書けるようになることを目指している。

(総時数３時間）

曲がりの筆使いに気をつけて「ピ」を書く。

折れの筆使いに気をつけて「ル」を書く。（本時）

「ピル」を清書する。硬筆でも書く。

４．指導計画

第一次

第二次

第三次

６



５．本時の学習

（１）ねらい．自分の課題を見つけ、意欲を持って学習することができる。

。折れの－度止めてから方向を変える筆使いに気をつけて、「ル」を書く

ことができる。

（２）展開

７

学習活動 配時 児童の主#意識の流れと教師の動きｶﾊｻ ● 支１ 愛と★亭

ｊ

ｌ
ｒ
ｌ

西

１．本時のめ

あてをつか

む。

２．試書をす

る ｡

３．試書をも

とに話し合

い、基準を

知る 。

４．自分のめ

あてを持つ。

５．練習をす

る 。

６．清書をす

る 。

７．自己評価

をする。

８．次時の学

習を知る。

(後始末）

５
５
０

３
０

５
５
２

１
１

○「ル」では、何に一番気をつけて書

けぱいいだろう ０

○教科書を見ないで、半紙の上半分に

｢ル」を書こう。

○直したいところはどこだろう。

･二画目の折れを角張らせたい。

|終筆…右上へ筆を引き上げるよう｜
に払う。

○書写学習カーＦで自分のめあて（気

をつけたいところ)に印をつけよう。

○練習用紙で自分のめあてを中心に線

習しよう。

．折れをたくさん練習しよう。

.折れの後のはらいをたくさん練習し

たい◎

｡－画目のはらいもきれいに書きた

い◎

○試書の下に清書をしよう。

○試書と清書を比較し、よくなったと

ころはカードに九をつけよう 。

○次は「ピル」の清書をするよ。

折れに気をつけて「ル」を書こう 。

.はっきりしない時は、

折れが書けている｢ル」

と、書けていないもの

を対比して､提示する。

･手を筆に見立て、大

きく空書する。

･点画ピースを操作し

て、折れの方向と、は

らいの長さに注目でき

るようにする。

★基準に照らし合わせ

自分のめあてを持つこ

ができたか。

･水害板で範書する。
● 自分のめあてに合う

ように練習用紙の順番

を自分で決めるよう働

きかける。

･机間指導をして、個

別に筆使いについて助

言する。
● 自分のめあてをもう

一度確認するよう促

す。

★自分のめあてを達成

することができたか。



練習用紙

評価カード
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、iﾐ念一合-白勺ﾌとjﾐ等昌Eご雪ワフ曰寺r閉」と亨書三写毫薑ﾆﾗ首孝文育盲

『拓本づくりにチャレンジしよう～北方心泉の書に親しむ～』

（ｻﾏｰｽｸｰﾙイン釧仲糊）の実践から－

報告者金沢市立浅野川中学校教諭八田和幸

共同研究者金沢市立金石中学校教諭岩田稚子

１．はじめに

中学校学習指導要領（国語科書写に関する事項）の、指導計画の作成と内容の取り扱い

の欄にはこう記されている。

イ文字を自ら進んで工夫して丁寧に書く態度を育てるとともに、書写の能力を生活に

役立てる態度を育てるよう配慮すること。

「文字を自ら進んで工夫して丁寧に書」こうと思わせるためには、教科書の参考手本を

何度も繰り返し練習して、その中で醸成していくのも一つの方法ではあるが、書や文字に

対して並々ならぬ情熱を注いだ人がいたことを、実際自分の目で見て、聞いて、知ること

もよい意識付けとなる。また、「書写の能力を生活に役立てる態度を育てる」には、書

（写）が具体的に生活に生かされている場を見に行くことも有効だ。要は文字に対する

（美）意識を高めることができれば、上記の目標に近づける。

２００２年から導入が予定されている「総合的な学習の時間」では、今ある教科で学習

したことを基本にして（本稿の場合は国語科書写）教科の枠を超えて横断的・総合的な内

容を含む学習に展開していったり、あるいは体験的で地域に根ざした内容を加味していっ

て、柔軟に取り組むことが奨励される。従来の「書写」からはみだした活動の中から、今

以上に文字に対して、受け継がれてきた日本の伝統や歴史を知ろうとしたり、文字を正し

く美しく書こうとする意識を高めたりすることができれば申し分ない。本稿は、それらを

目指した－つの実践の報告である。

「総合的な学習の時間」についての基本となる考え方については、後で参考資料を付記

するが、指導する側に、柔軟な考え方や創造性、専門性や応用力、指導力などが、今まで

以上に要求される。すべてを－人の教員で行おうとすると、非常に難しいことが山積して

いる。しかし、見方を変えれば、目の前の児童・生徒にとって必要だと判断され（児童・

生徒が興味・関心を抱くものの中で）、教えるべき（学ぶべき）価値があると思われるこ

とには、柔軟かつ自由に取り組むことのできる融通のきく時間ともいえる。一人の知恵や

工夫で足りなければ、チームとなって、教員それぞれの得意な分野を組み合わせながら、

授業に当たってもよい。今回も金沢市立金石中学校の岩田稚子教諭と協力して取り組んだ。

そして、授業の展開によっては、従来の書写の範囲を超えて、高等学校の（芸術科）書道

的な内容に踏み込んだり、専門的な内容の一端にふれるようなこともあるかもしれない。

（拓本づくりに取り組むこともこれに当たる。）教員の持っている知識・技能では、手に

９



余るような内容にまで発展すれば、その道に永らく苦労してきた方を講師としてお招きす

ればよい。（今回は、山本幸雄先生に講師をお願いいたしました。ご職業は表具師ですが、

永年拓本づくりに熱心に取り組んでこられた方です。）また、学習対象として取り上げた
きたかたしんせん

の}±、地元金沢でも案外知られていないけれど、有名な書家、北方心泉である。“書に淫

する，，とまで言われ、書に熱中した人である。明治時代に日本や中国において、そうそう

たる文人達と対等に親交を交わした人で、金沢市立小将町中学校近くの常福寺十四世住職

でもあった。毎年７月２９日には、「心泉忌」ということで、遺徳を偲ぶと同時に、常福

寺において北方心泉ゆかりの作品が公開され、日頃心泉についての研究を重ねている心泉

顕彰会の方々による、ていねいな解説も行われる。

また、この実践は、今夏、金沢市教育委員会が「サマースクールイン金沢」と名付

けて、市内の中学生を対象に、様々な教科をペースに模索しはじめた「総合的な学習の時
間」の取り組みの一環でもある。

２．「サマースクールイン金沢」（１９９８．７．２９実施）での実践の概要

「拓本にチャレンジ」と銘打って、金沢市内中学生に呼びかけて集まってきたのは、３

つの中学校から男女とり混ぜて１１名の生徒でだった。内訳は以下の通り。

書道部の生徒か、選択国語で書道の授業を

男子女子

金石中１（2年）６(3年）

浅野川中３(2年）

野田中

計４

履修している生徒が多く、単なる好奇心で応

募してきた生徒も少数いた。異年齢集団とな

り、初めて顔を合わすもの同士で学ぶ場とな

り、最初はお互ﾚ､よそよそしく緊張気味であ

った。

○北方心泉と書体についての学習（担当岩田稚子教諭）

場所金沢市立小将町中学校

中学校の書写で主に学習する書体は、槽書とやさしい行書である。ところが文字の歴史

を緒いてみると、その他にも蒙書・隷書・草書など、様々な書体があり、その歴史の方が

長い。中学校では“正しく整えて、読みやすい文字を速く書ける,’ようになるのが、書写

教育の中心となる目標であるため、ほかの三体についての記述は少ない。中学校２．３年

生の教科書（光村図書）では、トピックとして、見開き資料「文字は何に書かれてきた

か」や、ｐ、２８「漢字と仮名の由来」（２年）、ｐ、３９「漢字の成り立ち、書体のい

ろいろ」（３年）で簡潔に述べられているだけである。本来ならば、高等学校に進んでか

ら、芸術科書道の中で学ぶべき内容であるかもしれない。しかし、興味・関心の高い生徒

に対しては、先取りして、書体に関しての学習をすることや書作品の鑑賞をすることで、

さらに、興味や関心を高め、意欲的に書写学習をすすめることになる。しかもその鑑賞学

－１０－

男子 女子

金石に ． １（2年） ６(3年）

浅野川に 。 ３(2年）

野田中 １（3年）

計 ４ ７ １１



習の対象となる作品が、質的に高い郷土の書家が作り上げたものだとしたら……。さらに、

発展して文字や漢字の歴史を調べる方向に進んで、社会科の歴史学習でめざすところとも

クロスする可能性も持っている。

郷士の書家・北方心泉について学ぶことを端緒に、地域のその他の偉人を調べたり、明

治時代の金沢と東京、金沢と中国蘇州の状況などを調べるなどして、地域に密着した学習

課題を持つことも意味があることだと思われる。

ここでは、北方心泉が書いた扇面「正心義気」をもとに、書体についての学習と心泉の

人となりについて学んだ。

○「拓本づくり」について

サンプル数が少ないので、客観性にやや欠ける面もあるが、今回学習する目的を明確に

し、意識を高めるために、拓本の作業にはいる前に、質問形式によるアンケート調査も行

った。

鰍
Ｏ
Ｓ
１
４

回

(５５％）

(２７％）

（９％）

(３６％）

アきれいな文字、美しい文字を書きたいと思っている。

イ書きやすい（使いやすい）筆記具を選んでいる。

ウ他の人の字のうまいへたが気になる。

エ特に気にしたことはない。

１
Ｊ
１
１
１

％
％
％
％
％

８
６
６
９
０

１
３
３

く
く
く
く
く

ｚ
４
４
１
ｏ

ア好き

イどちらかといえば好きな{まう

ウどちらでもない

エどちらかといえば嫌い

オ嫌い

好きな理由・筆の使い方によってものすごく太い字やものすごく細い字が自由に自分で

書けることがおもしろい。

・字を書くのは好きな方だから。

.小さい頃から習っていたから

・小学校の時習っていたから

・書写が得意だから。

嫌いな理由．うまく書けないし、書き直せないから。

－１１－

設問１．「あなたは、文字を書くことにこだわりを！寺っていますか。」（複数回答可

設問２．「書写の時間は好きですか。その理由も簡単に教えて下さい」



［分析］募集に応じた生徒たちであるので、一般の生徒よりは、文字に対する意識が、元

々高いと思われる。好きな理由の傾向は、字を書くこと字体に面白味を発見しているもの

と、習っていたことが（他の人との比較により？）自信となっている場合に分けられる。

嫌いな理由は、率直なもので、指導者としては参考になる。

拓本づくりに結びつくように、以下の設問も行った。

設問３．「石に文字が刻まれているいるものを見たことがありますか。

アある７（６３％）

イない４（３６％）

［分析］お墓などがそうなっているのをよく見かけるので、それを思いつくかどうか、あ

るいは日常の身の回りのことを注意深く見ているかどうかが窺えるような設問であった。

設問４．「どのくらい昔から石碑はあると思いますか。一番近いものを選びなさい。

ア２００年ほど前Ｏ

イ５００年ほど前１

ウ１０００年ほど前ｏ

エ２５００年ほど前ア

オ一万年ほど前２

力百万年以上前］し

［分析］あいまいで、不適切な設問であった（出題当初は漢字の石鼓文《春秋時代末》や

泰山刻石などを、想定しての設問であったが、エジプト文明やメソポタミア文明の文字の

場合まで考えがおよばなかった。）が、生徒たちは「正解は～」と言われると、あたった、

あたらないでうれしかったようである。

設問５．「なぜ、人は石に文字を刻むのだと思いますか。」（石碑を建てた人の気持

ちも想像してみよう。あなたならどんなときに建てますか。）

う゜ノキプ薑'ド女萱ノブどうし７Ｍ丁体力'八つと

うかノル吉人７〔フラと尾ｊｏ尤陶かラニ度とう肯えＪＷっ
女童土亥ﾘくてＷ;『た７も見巾いと,う綴Ｍ１胸打

（湯□す．ラネラトガロ得§-ケきり

戸}て．|｢ｈ

力ＷＡ１Ｉ

ｌ二石に

自分の気J誰，考えなど'紳量せの人々！〈イスえわ7ぐわ
（包み十莎掻搦多どん）
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フズの世代ｎ人ﾉｺﾞら)ニラ宝､し／ご‘'ナラｏ
（疹乃中ｉを久間イニ茨巫）

自制伺牝しげ'二(可かをしていＩ量zMzか;(す肋

（包み中道シ叩二吾形）

[分析］どの生徒もいいところを突いていた。

設問６．「石に文字を刻む利点（よいところ）と欠点（わるいところ）は何ですか。

利点・何年も残る。（同様の答え１１人中７名）

．消えない。（３名）

・いろんな人に見てもらえる。

欠点・時間がかかる。（３名）

・かなりの労力がいる。（３名）

・本来の自分の書いた字と違いそう。

・失敗を直せない。（２名）

・莫大な費用がかかる。

.動かせない。

(２名）

［分析］どの生徒もいいところを突いていた。永遠に残したいという願いから作られるも

のだと思うが、現実には、石の材質や保存状態によっては、堅牢な石と言えど、どんどん

風化していき、壊れていくようである。

設問７．「石に刻まれた文字を、なるべく正確に写し取りたいと思ったら、どんな方

法が考えられますか。」

.丸ごと写す。

･刻まれた文字に粘土のようなものを詰めて型を取り、それから作る。

｡コピーする。

･カーボン紙で写す。

－１３－



古来からの拓本の技法を簡略に説明した後、場所を常福寺に移し、実際に山本幸雄講師

の指導の下、常福寺前にある二つの石碑（「真如一実之信海」と「月荘」）で拓本をとっ

てみることにする。（ビデオ参照）

「真如一実之信海」は北方心泉の書によるもの、「月荘」は、明治時代日本を代表する

書家である中林悟竹、日下部鳴鶴が心泉との交遊の中で、一文字ずつ揮毫した貴重な合作

から作られた石碑である。

１１名が一度に同時には作業にとりかかれないのと、墨を擦ったり、石碑を洗ったり、

乾かしたりするのに時間がかかるので、２グループに分かれ、作業班と作品鑑賞班に分か

れて交代しながら進めていった。

3．生徒の感想

Ｉ①北方心泉についてどう思いましたか。

577〃

<こし☆３耳目木仲畝』し）

函

鳶ｗ侭叙ぎん）（毫洲鋤

グーレＩ～□

へ〆lてこ

ｏ（命ら刺年鑑史‘ん）ラム今ＫｏＪＥＬノＬ’０

②書作品（掛け軸や石碑）を見てどう思いましたか。

(念/も相ヨ多塔匙でん）百丁『ﾌ豚百lz[さすこいし'くろうがいると鳥･し1手口言。

(肪十”痩江9発だ）
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鬘ｲ季や大Ｊ;Ｗと”ど洲葬って，見て【'て

(辱桝鋼越雰姥郷）乃乃Iうりら八

③作品にはどんな書体がありましたか。

二J

(“ウヲ罫イ砿ｲ卿二菫｡（）〃ｔ／』

Ⅱ

(綱'１'↑２倒獺ｨ諏尼）

而髻，章篝 配とＭ１』よく尾るIプピ'｝(､,舅や
(鮖守爽趣野暢多dｏてん罰'1付も鰯めﾌﾟ症クみた

Ⅱ①拓本の作業を見て、また山本幸雄さんのお話を聞いて、どう思いましたか。

天傾け,気〃Ｍ､ゎw“2Ｍ万ﾉ剛乍業は
(綴オヲｉｆ輿利州紗）Ｍ言附くﾉ愛/ｗ,隠し､ずし犬．

莞ていち瓶ﾃｲﾋてわ大麦はｲ土拳たuという－

(銃1珂圭洽麩ぎし）

(Ｗ１Ｗフガ赫力0参ろぎL）

(，綱'１１才2,糒紳螺）
回り「＿か■麺
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②自分でやってみてどうでしたか。

(廃Ｗうり料カロ景子さん）

久蟹仏代。

弍士上化,ｖあんか脚ＩＩしい'て力〃１㎡．認,Ｍﾉﾌﾞ､っ大
ｏ（鮖胸ＨＭＭ牙ＤＭＬ）

力猴(伽“繩払）

]うちiＢ

(妬'Ｍ１'壽爾礎，伽

今日のことを通して、（あなた自身の）文字に対する興味や関心は高まりましたか。

ア大変高まった（おもしろかった）１

イ少しは興味を持った（まあまあ）１０

ウ特に変わらない（おもしろくなかった）０

ｎ工

４．まとめ

作業自体は大変だったが、その大変さを実感するだけでも、生徒にはよい勉強だった。

北方心泉の情熱はもちろん、講師の山本さんの専門家としての技術の高さ、書写とはやや

離れるが、人間観察もでき、いわゆる「生きる力」に結びつく体験であったと信ずる。多

少の社交辞令も含まれているかもしれないが、「拓本をとる」という初めての体験を通し

て、生徒からの評価はまずまずであったと思うし、文字に対する意識は高まったと思われ

る。今後の中学校生活に生かしてくれることを期待したい。
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５．今後の課題

各学校で現実に「総合的な学習の時間」をとろうとすると、準備には、打ち合わせを含

め、①十分な時間の確保が必要である。また、②手間を惜しまぬ教員側の情熱と情報収集

能力、様々なことつなぎ合わせ、生徒や教員同士の長所や持ち味を引き出せるようなプロ

デュースする力、工夫で何とか乗り切るにしても、多少準備に必要な③費用の問題などが

大きく残っている。

今回の活動に限っては、教育委員会のバックアップで費用面や交渉面では、話を進めや

すかったが、時期的には「拓本」をとるには、夏はあまり良い季節とは言えず（生徒の感

想にも暑かった、辛かったが連発されていた。）、本来は春か秋の雨が降って空気が澄ん

だ翌日の快晴の日の、なおかつ碑面に直射日光が当たらない時間帯がよいそうである。本

来は、そんな日が来るのをじっと待つそうだが、今回は種々の都合でそうはできなかった。

④実施時期の考慮。また、今回は中身の濃い充実した内容のものになったと思うが、時間

の制約上、意図的に誘導した形が先行した。⑤生徒の力で課題を見つけ、発展させていけ

るような形をめざして、今後も研究していきたい。

評価については、評定（数字的な評価）はしないものの、文章による指導要録への記載

は求められる。どういう形で記載するのか、これも考慮していかなければならない。

Ｃ付－１）「総合的な学習の時間」に関して、教育課程審議会（平成１０年７月２

９日）から出された答申の中では、ねらいについて

ア各学校の創意工夫を生かした横断的・総合的な学習や児童生徒の興味・関心等に基

づく学習などを通じて、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、

よりよく問題を解決する資質や能力を育てることである。

イまた、情報の集め方、調べ方、まとめ方、報告や発表・討論の仕方などの学び方や

ものの考え方を身に付けること、問題の解決や探求活動に主体的、創造的に取り組む

態度を育成すること、自己の生き方についての自覚を深めることも大きなねらいの一

つとしてあげられよう。

ウこれらを通じて、各教科等それぞれで身に付けられた知識や技能などが相互に関連

付けられ、深められ児童生徒の中で総合的に働くようになるものと考える。

また、学習活動については、

アねらいをふまえ、地域や学校の実態に応じ、各学校が創意工夫を十分発揮して展開

するものであり、
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イ具体的な学習活動としては、例えば

・国際理解、

・情報、

・環境、

・福祉・健康などの

横断的・総合的な課題、児童生徒の興味・関心に基づく課題、地域や学校の特色に

応じた課題などについて適宜学習課題や活動を設定して展開するようにすることが考

えられる。

ウその際、

・自然体験や、

・ボランティアなどの社会体験、

・観察、実験、見学や調査、

・発表や討論、

・ものづくりや生産活動など

体験的な学習、問題解決的な学習が積極的に展開されることが望まれる。

エ（省略）

オ各学校においてこの時間を展開するに当たっては、

.ある時期に集中的に行うなどこの時間が弾力的に設定できるようにするとともに、

・グループ学習や異年齢集団による学習など多様な学習形態や、

・外部の人材のの協力を得つつ、異なる教科の教師が協力し、全教職員が一体とな

って指導に当たるなど指導体制を工夫すること、

．また、校内にとどまらず地域の豊かな教材や学習環境を積極的に活用することを

考慮することも望まれる。

そして、評価については、

アこの時間の趣旨、ねらい等の特質が生かされるよう、教科のように試験の成績によ

って数値的に評価することはせず、

イ活動や学習の過程、報告書や作品、発表や討論などに見られる学習の状況や成果な

どについて、

・児童生徒のよい点、

・学習に対する意欲や態度、

・進歩の状況

などを踏まえて適切に評価することとし、例えば指導要録の記載においては、評定

などは行わず、所見等を記述することが適当であると考える。
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情報化と書写書道教育についての考察

上越教育大学押木秀樹

１．はじめに

１－１情報化ということばの意味

「情報化」ということばが街に氾濫する今日、教育課程審議会の答申'においても、「情報化」という事

項が各学校段階・各教科等を通じての主な課題としてあげられている。もちろん、手で書いた文字による

伝達も情報のやりとりである。また「情報化」とは「情報が有力な資源となり、情報の生産・流通が社会

の中心になっていくこと｣、という解釈もできよう。ただし、ここ数年、一般的には「コンピュータや情

報通信ネットワークの普及等による変化」を「情報化」と捉えているように見受けられる。本稿において

は、「情報化」についてこの一般的な解釈により、考察を進める。

１－２コンピュータの発達過程と書写書道

コンピュータは当初、文字や数字・記号をコードによって扱うのみで、インターネットもその普及段階

ではe-mail/netnews（Ｆｊなど）など、コードとしての文字のやりとりを主としていた。手で文字を書

くという行為に関わらざるを得ない書写書道教育にとって、このような状況でのコンピュータ・インター

ネットの普及は、有益なこととは思えなかったのも当然のことである。その後、技術的進歩により、コン

ピュータ・ネットワークの扱える情報量は飛躍的に増加し、その結果画像さらには動画までも扱えるよう

になった。具体的には、MOSAICにはじまりNetscapeNavigator／InbernetmqD1orerなどのソフトウ

エアに代表されるＷＷＷの普及がその例と言えよう。文字を画像として扱える状況を迎え、書写書道と

コンピュータ・インターネットとが、必ずしも逆のベクトルを示すものではなくなりつつある。ならば、

書写書道教育においても、有効に活用できる部分は、おおいに活用すべきであろう。上記答申には、「小

学校、中学校及び高等学校を通じ、各教科等の学習においてコンピュータ等の積極的な活用を図ること」

という文言が見られる。書写書道教育においても、積極的に活用していかなければならないのである。

１－３情報化と書写書道教育とを考えるための視点

とはいえ、コンピュータとネットワークで扱われる文字情報の多くがコードによるものであり、その入

力の方法は、キーボードによるというのが現状である。吉村2が述べているように、当初考えられていた

ほど曰本におけるキーボードの普及も難しいものではなく、一部のPDA(PersonalDigitalAsEnstantの

略・携帯情報端末）において、手書き文字入力が用いられている程度である。このような現実から、コン

ピュータや情報通信ネットワーク等の普及につれ、手書き文字はどのようになっていくのか、またそれに

より書写書道教育はどのように変え変わっていく必要があるのかという点も、つねに考えていかなければ

ならない。

以上を踏まえたとき、「情報化と書写書道教育」を考えていくためには、大きく分けて次の二点の考
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察が必要になる。

①情報処理（伝達・記録・保存も含む）方法の変化と手書き文字の在り方

一情報化時代における手書き文字の役割を踏まえた書写書道教育とは？－

②情報処理機器の発達および変化と、書写書道教育・学習の在り方

一情報機器を活用することで、書写書道の授業がどのように変わりうるか？－

①は、手で書く機会が減少するであろうという一般的予測とともに、手書き文字の使用場面や目的の

変化、すなわち情報機器と手書きとの使い分けなどを踏まえる必要があるということである。手で字を書

くということの目的を踏まえなければ、書写書道とくに国語科書写を考えることができない。書写書道教

育の目的論・目標論に関する部分といえよう。②は、パソコンやネットワークを書写書道教育の授業の

中でどのように用いるかという問題である。書写書道の学習をより効率的に充実したものとするために、

どう用いていくかを考えなければならない。こちらは、書写書道教育の方法論に関する部分といえよう。

以下本稿では、情報処理（伝達・記録・保存も含む）方法の変化と手書き文字の在り方について理論的

な考察例を示すとともに、書写書道の学習における情報処理機器の利用について整理し、実際の活用を考

えていく上での参考としたい。

2．情報処理様式の変化の中での手書き文字

2-1手書きとそれ以外の方法との使い分け文化

コンピュータ・インターネッ

トの普及が手書き文字にどのよ

うな影響をあたえるのか、その

点を考えていく方法はいくつか

考えられる。一つには、日本よ

り先に進行しつつある国を参考

にするということである。

たとえば、図１のように、欧

米と日本とを比べて考えること

ができる。文字情報のデジタル

化において、文字が比較的早い

図１欧米と曰本における文字伝達様式（簡略図）

曰本欧米

印刷とその方法の発達

↓

↓

↓

デジタル化による変化

／小林３を参考にした

印刷とその方法の発達

↓

タイプライタの普及

↓

デジタル化による変化

例

※ピジネスレターとプライベートレター

段階でコンピュータにのった欧米の情報に比べ、曰本は漢字の問題からワードプロセッサ（以下、ワープ

ロ。専用機・コンピュータソフトウェアを含む）の普及が欧米より一歩遅れたという現実がある。また、

タイプライタのキーボードに慣れていなかった点も、曰本においてワープロの普及が一歩遅れた理由とい

えよう。しかし、ワープロの普及の開始時期は、長い歴史から見れば微々たるもので、その普及のスピー

ドを考慮すれば、無視できる程度の差と思われる。一方、一般人が手軽に用いることのできるタイプライ

タの普及の有無は、かなり大きな差といえるのではないだろうか。ワープロの普及に先駆けること約１００

年の歴史が、欧米における手書きとそうでない方法との使い分けの文化を成熟させていると仮定すれば、
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次のことが言えるであろう。

欧米ではプライベートレターとビジネスレターとで、前者は手書き、後者は印字機器という厳密な使い

分けがされている。公的な書類にはタイプライタ・ワープロなどの印字機器によってプリントしたものを

用い、プライベートなものは手書きするという使い分け文化の成熟である。筆者の勤務校における留学生

らが、曰本の友人からのプリントされた手紙を見て、その人間関係についてがっかりしたという意見を述

べることがある。自分は、その曰本人を友人だと思っていたのに、その相手は事務的なつきあいだと思っ

ていたことにショックを受けるというのである。実際に曰本に来てみると、「曰本は字を書くことを大事

にする国である」という理解に反して、友人であってもワープロを用いることを知って、一方でほっとし、

一方で少々がっかりするという意見を、複数の留学生が述べている。この文化は、欧米に限らず、ブラジ

ルからの留学生も述べており、かなり広範囲なものと思われる。

もちろん、この使い分け文化は、タイプライタなどの機器が普及してからの年月による成熟の有無ばか

りではなく、小林3がいうように「言語道具観」や曰本人の書字に対する苦手意識などの問題もあろう。

しかし、書写書道教育に関わるものとして、この使い分けに関する意識の差は理解しておくべきことだと

考える。

２－２書字・印字に求められる要素からの考察

押木4は、手書き文字の視点の使用例として、「手書き文字の用途・目的と方向性」についての考察をお

こなっている。これらを簡単にまとめると図２のようになる。この図によって、一般の人にとっての、

書字とワープロなどによる印字とを比較するとどうであろうか。読みやすさ・美感において、手書きは印

字されたものにかなわない。また、留学生など初めて日本語の書字をおこなうものにとって、覚えやすさ

という点も、ワープロの方が有利である。さらに書きやすさについても、それを早さ・疲労という解釈を

すれば、ワープロの方が有利といえよう。ただし、現状においては、用具・機器の持ち運びや書き始める

までの準備時間などの簡便さという点において、手書きの方が有利と言えるだろう。加えて、個性という

点では、現状において手書きされた

図２書字・印字に求められる要素t)のに印字されたものは到底およば

ず、また技術上の問題ばかりでなく、

一回性による貴重さという点で、印

字は手書きにおよばない。

このように考えたとき、理論上か

らは、今後の手書き文字の方向性と

して、簡便さと個性がより生きるか

たちが重視されてしかるべきだと考

えられる。

読みやすさ－書きやすさ（簡便さ）

覚えやすさ－個性一美感

･簡便さ・書きやすさ、個人識別および個性

→行書の重要性

／押木4を参考にした考え方

･芸術・個性表現の再評価

2-3理論上書写書道教育で重視されるべきもの

このように考えたとき、具体的にはどのような場面を想定できるであろうか。

個性という点では、印鑑による認証のみでなく、国際化に伴ってサイン（シグネチヤ）による認証の必
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要性が､指摘されている。各個人のサインを作るためには､積極的な個性表現が求められることもあり得、

書写教育においても積極的な個性表現の方法についての検討が、必要となるかも知れない。また、個性に

ついては、先に挙げたプライベートレターとビジネスレターの問題もここに含めて考えることができるで

あろう。こちらはその人らしい文字を書くという意味から、典型としての手本を重視した学習から、本人

が書く文字からスタートする書写教育という、上記に比して消極的な個性重視の学習が必要かと思われ

る。さらに、印字機器により表現の均一化が進むことで、芸術・個性表現の再評価が進むという考え方が

できる。すなわち、伝達機能とは別に表現手段としての書の表現が一層クローズアップされることもあり

得るのである。以上における個性化・国際化については、近年の教育思潮とも相通ずることであり、書写

書道教育においても検討されるべき問題だと考える。

簡便さという点では、たとえば電話を受けつつのメモであるとか、授業を受ける際のノート・会議中の

メモなどにおいて、まだワープロ等を用いている姿を見かけることは少なく、ほとんど手書きによってい

るといえよう。こういった場面において必要とされる要素は、読みやすさ・美感以上に書きやすさという

ことになる。すでに押木4が提案しているように、このような理論上の考察から、書写教育における行書

重視の方向性が考えられるわけである。書きやすいはずの行書を習得しなければ、速く書かねばならぬ場

面においても槽書を用いざるを得ないことになり、槽書の読みやすさを低下させることにもなりかねな

い。先のサインの問題においても、欧米のサインにおいてPrintWiitingではなくCursdveWiitingを用

いている例から、その曲線性において行書が優位だと考えることもできる。

３．情報処理機器の発達と、書写書道の学習

それでは次に、二つ目の視点である「情報機器を活用することで、書写書道の授業がどのように変わり

うるか」について、情報機器利用の方法等を分類しておくとともに、そのメリットを考察する。

３－１情報機器の利用と分類

情報機器利用の方法等を大まかに分類したものが表１である。これらの分類は相互に関連している。た

とえば、書写書道の特性から学習内容を「形状の学習」か「運動の学習」と分けることができる。サンプ

ルの示し方を例に取れば､次のように説明できる｡形状は書き上がった文字の形を示すことで可能であり、

いわゆるお手本もその－つである。一方、運動、たとえば用筆については、比較的少人数もしくはいわゆ

る寺子屋式の指導の場合、教師の師範を直接示すことも可能であった。それが一斉学習による多人数に対

する授業となり、運動の示し方もＯＨＰやカメラとディスプレイ装置による方法などが工夫されてきた。

また、教師が十分な書写能力をそなえていなくともビデオを用い録画されたもので示すなどの工夫がおこ

なわれてきた。このような形状・運動のサンプルを示すということはこれまでも可能であったが、情報機

器の利用はそれらをより便利にすると考えられる。また、運動のサンプルを示す場合にも、各児童生徒が

自分の見たいところを見ると言った場合、ビデオテープなどでは限界があった。この場合などにおいて、

コンピュータを用いることで可能になることもあるだろう。このように考えることによって、「利用の可

能性」「期待される効果」からの分類もイメージできるだろう。

ただし、「授業準備の簡便性」という点では、別の方向からも検討する必要がある。その授業・学習活
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動のために作られたソフト

ウェアならば、ＯＨＰ等を用

いるより簡単であろう。一

方、汎用のソフトウェアを

用いる場合は、ある程度の

知識と慣れが必要となり、

OHP等よりも準備に要する

時間がかかるという教師も

あって当然である。さらに、

専用のソフトウェアを自ら

作るとなると、さらに簡便

とはほど遠いことになる。

次に「学習の個別化」と

いう点であるが、先の例に

おいても各児童生徒が知り

たい部分を見るといった活

動において、コンピュータ

の利用は有効であろう。さらにそれを進めることで、一斉学習における利用から「コース化されたソフト

ウェアによる自律的な学習」への方向性が考えられる。もちろん、一切教師が関わらないと言うことでは

なく、児童生徒が個々の課題を見いだし、それにあった学習活動を展開していく必要がある場合などに、

課題を見いだす補助をし、それにあった学習材を提示していくなどの用途も大切だと思われる。

３－２情報機器を利用することによるメリット

これまであまりコンピュータとネットワークを使った経験がないという場合、これらを使うことでどの

ようなメリットがあるのか、把握
表２コンピュータおよびネットワーク利用に関するメリット

しておく必要があるだろう。メリ

ットを簡単にまとめたのが、表２

である。書写書道学習の視点から、

簡単に説明したい。

コンピュータを使うこと自体の

興味・関心、目新しさという点は、

今しばらく有効であろうと思われ

るが、これは本質的な問題とはい

えない。次の「提示方法の多様化」

については、先の例から理解でき

よう。これまで形に関するものは

－２３－

表１ 情竃B機器の禾11用に関する分類

利用機器の視点から

.扱える情報の多様性（動画・静止画・音声文章）
･情報の保存と活用

･情報の加工

･情報の表現

･通信

書写書道学習の視点から

さ）

･学習の動機付け

(コンピュータを使うこと自体の興味・関心、目新し

･教材・模範例の提示方法の多様化

･学習者の作業補助

･学習活動物の展示方法の多様化
● 自律的学習手段

･教材の有効利用

学習内容からの分類

1．形状を中心とした学習
２運動を中心とした学習

利用による可肯I3Ml2

1．既存の指導・学習方法をより便利にする方向性
2．コンピュータを用いることにより可能となる方向性

期待される効果からの分類

1．学習・指導およびその授業準備の簡便性と有効な提示等

･黒板と掲示するもの
● ビデオ

2．学習の個別化

･評価と批正、課題の設定
3．パソコンそのものへの興味とゲーム的要素

ソフトウェアの種類による分類

1．汎用ソフトウェアの利用によるもの

2．専用ソフトウェアの利用によるもの

利用場面による分類

用

1．一斉学習（場合によっては個別学習）における補助的利

2．コース化されたソフトウェアによる自律的な学習



黒板に示し、運動に関するものはＯＨＣでといった機器の使い分けが必要であったが、コンピュータ・ネ

ットワークの機能がマルチメディア化されたことで、コンピュータという装置一つでこれらを組み合わせ

て学習できるようになった。

次に「学習者の作業補助」として、次のような例を考えることができる。たとえば、左右からなる部分

の組立の学習において、左右の部分形を厚紙で作り、児童らが組み合わせてみるといった学習はこれまで

もおこなわれてきた。この部分形を厚紙で作るという作業は、場合によって教師が児童の人数分を作るこ

ともあったであろう。また児童の課題ごとに、大きさを変えたものを作るなど、手間のかかる作業であっ

たと想像できる。コンピュータであれば、グラフィックソフトで作成した部分形を各コンピュータの台数

分コピーするなど、比較的簡単で再使用も容易である。ある児童らは部分形の大きさの学習が必要で、別

の児童らには部分形の位置関係の学習が必要だということもあるだろう。どちらの課題を選ばせるかとい

う場合、児童自身の自己評価力が必要となる。個々に対する対応という点で、コンピュータが個々の児童

の文字を評価する補助をしてくれたらという考え方がある。この延長として、先に触れた「コース化され

たソフトウェアによる自律的な学習｣、ここでの「自律的学習手段」というメリットがでてくる。

近年のインターネットの普及により、「学習活動物の展示方法の多様化」が可能となった。学外、場合

によっては海外からも見てもらうことが容易になった｡国際化への対応など､授業の広がりが考えられる。

そして、一般の教師としてのメリットで最も大きい点が、「教材の有効利用」であろう。上記の部分形

の教材を例にとっても、パソコン上のデジタルデータであれば、紙と違って痛むことはない。また、著作

権等の問題がなければ、コピーして利用することもできる。またインターネットのさらなる普及により、

これらのうち使用にあたって料金等の問題がない教材を、－箇所にプールしておき必要なときにダウンロ

ードして使用することで、再利用が可能となる。いちいちその指導内容に合わせて教材を作る必要がなく

なり、さらなる蓄積に力を注ぐことも可能になる。

３－３課題と方向性

ここまで考えてきたメリットは、現状でも実現可能なものもあるが、さらなる研究．実践が必要なもの

が少なくない。たとえば、用いるソフトウェアに関しても、一般的に購入できる「汎用ソフトウェアの利

用によるもの」が多く、まだ「専用ソフトウェアの利用によるもの」は少ない。専用ソフトウェアの利用

による個別化への対応や教師の負担軽減が有効となっていないのである。もちろん、専用のソフトウェア

の利用例も見られるが、市販されているものの数も少なく、オリジナルのソフトウェアも学校や県の枠を

越えて利用されていることは、ほぼないというのが現状である。

このことは、「既存の指導・学習方法をより便利にする方向性」は実現可能であっても、「コンピュータ

を用いることにより可能となる方向性」になかなか進みにくいということと関連する。特に、「個別課題

への対応」「自律的学習」に関しては、さらなる研究とソフトウェア開発が必要である。

比較的早い時期に対応すべき問題として、「教材の有効利用」がある。次章に紹介するようにコンピュ

ータ等を利用した教育実践は、すでに進められているがその情報が伝わりにくく、当然作成したソフトウ

エアの有効利用もなされていない。利用に関して料金がかからないソフトウェアの流通方法等が確立され

ることで、開発・作成のペースも加速すると思われる。
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４．まとめにかえて

１９９６年度、各地の書写書道教育の研究大会で、コンピュータ利用に関する発表等がおこなわれ、筆者

の知る限りでも、香川県と福井県の大会において、この話題がでている。さらに１９９７年度には、全日本

書写書道教育研究大会高知大会において、パソコンを用いた研究・公開授業がおこなわれた。また、同年

度の栃木県大会では、字形などの形状の学習と用筆などの運動の学習両面からのコンピュータ利用による

授業がおこなわれている。

高校書道に限定してみた場合、全国

図３『平成八年度香川県小学校教育研究会書写教育研究発表

会研究紀要』より香南町立香南小学校の実践

○コンピューター(波晶ビジョン）
コンピューターで劃風文字の大小,■nＡ外賎ポイント,組み合わせ方ば
どを提示している。全体への提示は液晶ビジョンで行っている。遭光にHＫ点はあ
るが`大きく映すことで注

高等学校書道教育研究会熊本大会に

て、古典の文字を簡易データベース化

しておき、検索後それをグラフィック

ソフトで張り合わせて、作品の雛形と

する研究などが報告された。さらに、

全国大学書写書道教育学会岡山大会に

て、千葉県立生浜高等学校の染谷先生

が、生徒たちがMacのHyperCardで

作品の雛形を作るという実践を行い、

生徒らの反応についての分析をおこな

った研究が発表された。また、秋田県

立六郷高等学校の竹村先生は、作品を

目しやすく，その問教師は

個々のｾﾞﾛ察ができる。

子どもが自ら操作し活用

することで,膚にとが苦

手な子とＭ楽しんで取り

組めている．

篦鱗:：

膵

(5年生教材文字ｒ密
「晴れｌ）…

インターネットで展示する活動などを以前から進めている。

専用ソフトウェアとしては、国語科教育全般のＣＡＩ教材の中で、筆順・部首といった書写的要素が含

まれるものが少なからず見られたが、近年は商品名「書写の世界」「習筆（ならいふで)」などに代表され

る書写専用のソフトウェアが市販され始めた。また、研究段階とはいえ、中部大学の「JKanji」のように、

字を書く様子を動画で見て、パソコン上に実際に書いてみる、そしてその字形・筆順の評価を行うといっ

たソフトウエアも開発されつつある。

これらの状況は､刻々と変化している。筆者としては､できるかぎりの情報を、ＷＷＷのページ「書写・

書道ＣＡＩの現状」（httpWWwwjucnacjp/ﾍoshiki/Ｃａi/Shocai・htm）において提供していきたいと考えている。

また石川県書写書道研究大会第９回大会において、コンピュータ・ネットワークを用いた教育実践例やソ

フトウェアの例について、前章までの分類・メリットに則した紹介をおこなう予定である。その内容につ

いては、稿をあらためて執筆したいと考えいることを付記しておく。

’文部省教育課程審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校及び養護学校の教育課程の基準の
改善について（平成１０年７月２９日答申）」／1998.7

２吉村「文字を書くことのこれから－情報工学の立場から－」（全国大学書写書道教育学会創立十周年記念シンポ
ジウムより）／『書写書道教育研究』第10号、1996.3

３小林「活字及び印字機器の普及と書字教育の在り方」/『書写書道教育研究』第８号,1994.3
４押木「手書き文字研究の基礎としての研究の視点と研究構造の例」／『書写書道教育研究』第11号,1997.3
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基礎基本を大切にして、楽しく書ける授業をめざして

松任市立松南小学校柿木千鶴

１．はじめに

小学校において３年生で初めて毛筆にふれる子どもたちの様子からは、その多くは

たいへん喜んでわくわくしながら書く姿が見受けられる。ところが、時が経ち、学年

が進むにつれて、ややもすると「上手な子」「美しく書ける子」にとってのみ、前向
きに取り組むことができる時間となりがちである。自信を持って取り組むことができ

ない子にとっては「苦痛な時間」と化してしまうことも少なくない。

これらに代表される数々の指導上の悩みについて石川郡学校研究協会（石学協）の

国語部会の書写部門の先生方と研究する機会に恵まれた。勤めが松任市となり、籍は

離れたものの、今までと変わらず、引き続きお互いの実践について検討する機会を持
っている。今回、諸先生方のお力をお借りして、これまで皆さんと積み重ねてきたこ

とを代表してまとめてみたく思う。

児童が意欲的に授業に取り組むには、児童一人ひとりに応じた指導の場面が不可欠
と考える。まずは、題材による基準を課題とするが、その子なりの立ち止まりが生じ
た際に、自己の課題を明確にするための工夫が必要となるのではないか。一方、その
前提として基礎基本の習得がなされなければならないことは言うまでもない。そのた
めの授業における工夫、教材教具についての工夫も検討してきた。

また、授業の中で一人ひとりが認められることにより喜びが生まれ、その喜びが仲

間に広がり、さらには学ぶ意欲につながると考えて、その「場」づくりについても考
えてきた。

2．研究の内容

Ｉ：基礎基本を習得するために

く授業の準備や後始末の工夫＞

毛筆を使う授業では、準備後始末に時間がかからないようにすることから話し合
うこととなった。特に入門期においては、準備や後始末を繰り返し指導する必要が

ある。いかにスムーズに行なうか。授業の後始末に重点をおいて考えてた。

書き終えた半紙を新聞紙にはさむ工夫。第８回大会で北村先生が子ども達に持た
せていた大判白ボール紙を利用した「手作り書写バッグ」（思い思いの絵を描いた

作品ばさみ）。さっそく作ってみたが子ども達にはたいへん好評である。

また、次の授業に気持ち良く取り掛かれるように、筆洗い用に蓋つき小瓶（海苔
やジャムなど）を持たせて後始末している。

－２７－



＜教材・教具の工夫＞

「骨書き」「篭書き」などの練習用紙を準備してみた。市販の用紙も出されている
が、手作りの用紙を作ることにより、その授業のねらいなどを再考することができ
る。また、文字の組立方や点画の組合せを学習するために、「点画ピース」を用い
て工夫している。いつもいつも十分な準備をすることは難しいが、児童が、具体的
に課題をつかむことには大きな効果がある。

筆使いの学習には、水書板を利用したり朱墨をつけた筆の穂先に墨汁（黒）をつ
けて師範することにより、穂先の動きがわかる工夫などを取り入れている。

＜授業の展開例＞文字の組立方「街路」（６年）＜３時中の１時＞
教師の支邑桜鼎７舌動

琴の囮

仮に画用紙を用焉

の＝一つの割

fIL宅＝テCｌ

ヨ卍二画目の方向や長さが辰

ヨの出刷

重つりのfflSケ刊

GＩ 奴に_し」Ｅｕ且

身重＝｢(ｎ日．

繊習用紙や半紙で練琶

利口
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Ⅱ：個に応じた指導の工夫

く意志決定・行動選択の場づくり＞

題材による基準に加えて、自己の課題を明確にすることに取り組んでみた。たとえ
ば、「左右」の題材では、「正しい筆順で、字形を整えて書く」が授業のめあてであ
る。１授業１めあてを基本とするものの、「中心を通したい」「はらいを上手にした
い」という副次的な各々の課題をも授業の中で取り扱うことにより、児童の意欲がさ
らに高まるのではないかと考えて試みた。

＊自分の課題にあった練習用紙を選択するための工夫
＊自己のめあてを明確にするための学習カードの工夫
時間的制約がある中で、どれだけ十分に効果があがるかという疑問は払拭されない
が、「意志決定」し、「行動を選択」しなければならない場を持つことは、めあてに
対しての自分なりの立ち止まり生まれ、さらなる意欲の高まりを生むというに効果が
見られた。一方、個々の学びの姿を教師がどのように把握していくのかという課題も
生まれた。１校時の中で考えてしまうと限界はあるが、数人の児童に焦点をあわせる
ことを繰り返すことで、数校時に渡ってクラスの子ども達にかかわっていく工夫も考
えられる。また、時には２校時続きの時間を作って充分に時間をかけて取り組むこと
も一つの方法ではないだろうか。

また、赤ペン・赤チョーク・竹ひご・硬毛ペンなど児童一人ひとりに批正するため
の道具を持たせることにより、自ら学ぶ姿勢がさらに高まることができた。
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＜授業の展開例＞

筆順と字形「左右」（４年）

予想される児童の反応｜教師の支援学習課題

1.本時のめあてにつ

いて話し合い、自分

の課題を確認する。

(1)試書をする。

・教材文字と比ぺさせ

自分の良さや問題点に

気づかせる。

2)試書から気付いた
ことを発表する。

nuIxn■BBL回

3)上達のポイントを

みつける。

■ＨＬｌＴ日ｎhＭ

・具体的に描くことが

大切であることを助言

する。

(4)自分の課題をカー

ドに書き込む。 鮒Ｖ轍△

・自分の課題に対して

どの練習用紙が適当で

あるか助言する。

2.練習する。

(1)自分の課題にあっ

た練習用紙・練習

方法を選択する。

自分のめあてにあった練習用紙や

練習方法で書こう。

；．、－．１－．．－■ｏ￣

i〈練習１１】紙の選択〉

j團團圏團則１
・良くなったところを

認め合ったり、つまづ

いている点について助

言する。夢
(2)自己批正しながら
棟 i〈練習方法の選択＞

●

1.縄Imj《・傭j【技&肘ろ

習する。

･OHMﾀﾞｰﾄで射；

とめをする。

とめを書く。

３.ま

(1)ま

(2)相

・ポイントを話しなが

ら範書する。

・試書とまとめを比べ

伸びを見つけさせ､･お

互いに認め合わせ場と

する。

･注意する点をもう一度確かめよう。

ここが上手に書けたよ。

互評価する。｜・友達のよし】ところを見つけたよ。

評価．正しい筆順で、字形を整えて書くことができたか。

・自分の課題にあった練習用紙や練習方法を選んで伸び伸びと書けたか。

－３０－
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Ⅲ：一人ひとりを認め合い、自分らしさを表現することを楽しむ工夫

く書き初めの取り組み＞

基礎基本の学習で貯えた力を時には、さらに発展させて取り扱うことも行なってみ

た。「書き初め」の学習を統一した字句ではなく、自由選択の課題として取り組ませ

てみたのである。「自分で決定した課題」は各々納得のいくまで取り組む姿を多く生
み出したように思う。また、字句を選ぶ段階における「楽しさ」や出来上がった作品
を鑑賞する際に人それぞれの表現、ことばの味わいが加わり、今までにない楽しさを

味わうことができた子も多かったようである。

多くの子が「参考手本」を利用したいということで、わたしたち教師がたくさん勉

強しなければならないことにもなったが、教師と－人ひとりの児童との関わりこそが
児童の意欲の高まりへとつながることを改めて感じた次第である。
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句
を
識
く
の
も
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
ひ
と
つ
に
決
め
ら
れ
な
い
人
は
、
二
つ
ま
で
出
し
て
も
い
い
こ

と
に
し
ま
す
。

谷
き
初
め
展
に
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う

必
要
で
す
（
自
分
の
困
句
）
（
○
○
○
○
一
○
○
課
題
」
）
（
未
来
の
夢
一
教
科
書
」
）

必
要
あ
り
ま
せ
ん

（
提
出
締
切
は
十
二
月

日
暇
日
で
す
）

未
来
の
夢

心
に
太
陽

平
和
な
世
界

天
地
皆
春

自
分
で
さ
が
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
人
は
、
次
の
例
句
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

鉛
鑛
で
心
を
こ
め
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う

当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｉ◇
◇
◇
◇
◇
◇
「
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
』

叱
責
一
書

年|志|情|学
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八
児
童
の
書
き
初
め
作
品
か
ら
Ｖ
（
六
年
生
〉

経
験
豊
富
な
児
童
。
硬
筆
も
の
び
の
び
と
書
く
こ
と
が

で
き
る
。

経
験
豊
富
な
児
童
。
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
心
し
て
い
た
。

経
験
豊
富
な
児
童
。

毛
筆
、
硬
筆
と
も
に
小
さ
い
字
を
書
く
児
童
だ
っ
た
。

学
年
当
初
は
、
小
さ
く
て
細
い
字
し
か
書
け
な
か
っ
た
。

五
文
字
を
選
び
、
字
配
り
に
苦
労
し
て
練
習
を
重
ね
た
。

風
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＜短冊や色紙や豪刻を取り入れて＞

国語の時間に「俳句や短歌」を学んだ際に、好きな句や歌を短冊にサインペンで書

いてみたり、図工の時間に「蒙刻」をして、自分の名前印を作ってみたりした。他教

科の学習内容と関連づけて合科的に学習することも、文字意識を高め、楽しさをより

豊かにすることにもつながった。

６年生の学習のまとめとして、色紙作品に取り組んだ際は、各々が好きなことばを

選び、いつも以上に真剣に筆をとり、名前印を押印して「卒業発表」の一部として展

示した。先に述べた「書き初め」から一連の流れとして取り組んだが、皆で鑑賞する

中から－人ひとりの存在感がお互いに伝わり、お互いを認め合う姿がみられた。各々
が自分らしさとは何かを確かめるよい機会ともなった。

３．おわりに

２００２年の教育課程の改編において導入される「総合的な学習の時間」のなかに

おいても書写・書道的的要素を含んだ様々な工夫が考えられる。また、生涯教育に目

を向けてみても「書写・書道」には多くの魅力があることは議論を待たない。長いス
パンで個性を育むための教育が様々なところで考えられている今日である。この改革
の時期に時には多くの情報に自分自身が混乱してしまうこともある。

今回、様々な試みを総花的にまとめることしかできず、至らない点ばかりの内容と
なったが、このふりかえりによって、今一度、基礎基本という原点を見つめ直すこと
ができたように思う。普段の授業はというと「作品」中心（清書をしあげる）の授業

から、脱皮できていないし、基礎基本の力をつける実践を地道に探っていかなければ
ならないと強く感じる次第である。

共同執筆：（河内小学校：安田陽子・美川小学校：佃さえ子・菅原小学校：中川晃成）
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生徒一人一人の表現や感覚を尊重した

指導と評価の工夫

石川県立津幡高等学校教諭林昭悦

１．はじめに

本校は、普通科、体育科、園芸科の三科が併設された全日制の高校である。芸術科目

は音楽・美術・書道のうち一科目を選択させているが、書道を選択する生徒数が一番少

なく全体の四分の一程度である。この傾向は本県の高校全体についても言えることであ

る。芸術科書道の履修状況については、普通科が１年次に２単位、２年次に１単位、３

年次には就職コースのみが２単位を履修している。体育科は３年次に２単位、園芸科は

１年次に２単位を履修している。

そのうち、体育科と園芸科の指導内容については、－年間だけの履修となるので特に

工夫を凝らしてきたつもりである。ここでは、３年次の履修のために授業時数の少ない

体育科についての実践例を挙げて発表することにした。

２．基本的な考え方

近年、芸術に対する豊かな感性及び創造的活動への主体的な学習活動を育成するため

の指導と評価の工夫・改善について研究がなされている。特に評価については、いわゆ

る指導の結果だけでなく、生徒一人一人の取り組みや生徒の変容などを適切に評価して

いこうとする考え方が大切にされるようになってきた。

全国の研究大会や文部省主催の研修講座に参加すると、診断的評価、形成的評価、観

点別評価、自己評価、相互評価等々の言葉が多く見られるが、要するに、指導と評価の

一体化を図り、生徒の学習意欲が向上し、個性の伸長が促され、それが生涯学習につな

がればよいのである。

言うまでもなく、こうした指導の過程を評価に取り入れる最大のねらいは、より意欲

的に、かつ主体的に取り組むことができるようにするためである。そのためには各単元

の学習内容や学習段階に応じた評価を工夫しなければならない。私も、これまで全国の

事例を参考にいろいろ試行錯誤を繰り返してきた。昨年度から四つの観点別評価をベー

スにして、書道ノートや評価カードを作成したり、レポートを提出させている。また、

生徒自身に課題を見つけさせ、意欲的に学習できるような授業展開を心掛けてきたつも

りである。学習の過程において、具体的にどこがどのように変わったか、自己の変容に

ついて文章化したり発表させると、目標達成度がより明確になり、ひいては自己発見に

もつながるものである。
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８．学習指導年間計画「書道Ｉ」 (平成９年度／体育科３年・２単位）

実
施
時
数

作品制作

｜拓本実習

「
｜蒙刻の学習

に

［
【参考】園芸科１年：蒙刻・刻字の学習→作品制作（色紙カレンダー）

仮名の学習として→いろは帖の制作（和綴じ製本まで）

－３５－

月

実
施
、
時
数

｜工

単

学習内容

評価の観－点

関心

意欲

態度

感受

表現

工夫

←創造

表現

技能

鑑賞

の

能力

４
５
６
７

２

４

1４

２

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

用具・用材

姿勢と執筆

槽書の学習

作品制作

●

●

●

書写から書道へ

芸術科書道の紹介(ＶＴＲ）

書体と書風

ｄ文房四宝
O

●

●

執筆法

書道用語

●

●

槽書の基本点画(永字八法）

古典の臨書

九成宮醍泉銘（背勢）

孔子廟堂碑（向勢）

顔氏家廟碑（直筆蔵鋒）

● 槽書による作品制作

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○ ○

○

○

○

０
１
２

９
１

１
１
１
２

１

２

４

２

８

４

７

３

生活の中の書

拓本実習

隷書の学習

蒙刻の学習

行書の学習

仮名の学習

刻字の学習

漢字・仮名

交じりの書

● 新聞やチラシなどから事例

を収集（夏休み中の課題）

● 湿拓（蝉翼拓・カラー拓）

●

●

●

隷書の特徴

木簡の臨書

名札（表札）

● 名印の作成（白文）

●

●

行書の特徴

蘭亭序の臨書

●

●

仮名の成立

単体と連綿

●

●

●

字句(1～2字)や書体の選定

刻す

着色と仕上げ

●

●

●

●

作品鑑賞

漢字と仮名の調和

巻紙に手紙を書く

封筒・はがきの書式

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○



指導実践例その－

①単元名隷書の学習（木簡を題材に名札作品まで）

②設定の理由

漢代の常用書体であった隷書は、今日では日常の書写に使われることはないが、

その装飾性から、題字、表札、看板や芸術作品の分野に用いられている。

また隷書は、槽書、行書、草書の成立の源となった書体である。後漢の八分隷を

鑑賞することで隷書の特質がおおよそ理解できるが、ここでは当時の生活に密着し

た生々しい肉筆である木簡を題材にして、古代人の心情に触れさせたい。

さらに、名札（表札）作品制作をとおして成就感と完成の喜びを味わい、生活書

への興味・関心を深めさせたい。

③単元の目標

(1)隷書の用筆・運筆法や字形のとり方の基本を理解させる。

(2)木簡の中から興味のあるものを－つ選び、隷書の表現力を高め、名札（表札）作

品に活用させる。

(3)身の回りにある隷書への関心を高め、文字意識を向上させる。

④指導計画（４時間）

第１時：隷書としての完成度の高い「礼器碑」と「曹全碑」を鑑賞し、特徴を理解

する。また、生活の中で隷書が使われている事例を見つけ、興味・関心を

深める。（夏休み中の課題を利用する／資料参照）

第２時Ｅ木簡から「急就篇」の一節を小筆で臨書し、基本的な技法を習得する。

第３時：「急就篇」以外の木簡から－つ題材を選び、臨書学習の習熟を図る゜

第４時：第２～３時で学習した隷書を活用して、名札（表札）作品として木片にま

とめる。

⑤評価

(1)隷書の特徴が理解できたか。

(2)隷書の用筆の基本（逆筆蔵鋒）と字形の構成法（扁平・一宇一波）について習得

できたか。

(3)身近にある隷書に関心を持ち、生活の場での文字意識が高まったか。

⑥その他

(1)名札の範書例

４．

（実寸４ｃｍ×３０ｃｍ）

－３６－



(2)評価カード

※下記の項目（観点）について次の四段階で自己評価する

.よくできた‐-----------5点

・だいたいできた--------4点

．あまりできなかった‐－－－－－３点

．わからない ‐－－－－－－－２点

第１時第２時第３時第４時合計

(3)書道ノート

(縮小版）

－３７－

自己評価 第１時 第２時 第３時 第４時 合計

学習

態度

①興味・関心

②取り組み方

作
ロ
叩

③用筆法（逆筆蔵鋒）

④字形（扁平）

⑤全体構成

⑥表現（イメージ）

⑦作品鑑賞

総合計

平均

第１時

● 印象

● 説明のポイント (用筆）
－■■■■■￣￣￣￣■■■■D■■￣■■■●￣■■--■■￣￣￣￣■■￣￣■■--￣￣■■￣￣--－－－－￣￣￣￣￣■■￣■■￣￣￣￣－－■■■

(字形）

第２時 ● 臨書した感想

第３時 ● 選んだ理由

第４時 ･名札全体のイメージ

･字形・線質の工夫

･強調する画はなに？

･感想と反省

■■￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣－－￣￣■■￣￣■■￣■■--￣￣■■■■￣■■￣■■■■￣■■￣￣■■－－￣￣￣■■￣￣■■■■■■■■■

￣￣￣■■--■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■-－￣■■￣■■￣￣￣￣-－￣￣￣￣l■■-－￣￣￣￣--■■'■■￣￣￣￣

￣￣￣￣■■￣●■￣■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■--￣￣￣￣■■'￣￣'■■￣■■■■1-￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■



５．成果と課題

現在、先の学習指導要領改訂により、書道Ｉの教科書から「隷書」の単元が姿を消し

てしまった。当初、本校でも書道Ⅱで取り扱うことにしたが、一年間だけの履修である

体育科と園芸科の授業に、わずか４時間であるが「隷書」を取り入れることにした。実

践例の単元設定の理由でも述べたように、それだけ魅力的な題材なのである。

隷書は生徒にとって初めて書くものであり、槽書や行書のようにいわゆる上手・下手

という感覚でとらえにくい書体である。後漢の厳格で完成度の高い隷書に比べて、主と

して当時の生活の記録である木簡は、隷書の導入時の教材として最適である。

以下、ここ数年実施してきた授業を振り返ってその成果と課題についてまとめてみた。

・小筆を使わせたことで、隷書の基本的な用筆法が案外簡単に習得できたようである。

・逆筆蔵鋒の用筆法は既習の顔法（直筆蔵鋒）が役に立った。また逆筆を習得させるの

に、時には左手で執筆させたのも効果があった。（筆管の傾斜と入筆の角度）

・扁平な字形のとり方は、用紙（半紙）をいろいろ折らせたことで、平易にかつ楽しみ

ながら学習できたようである。

・八分（波法）の習得はかなり個人差が生じたが、運筆のリズムを大切にして書くこと

ができてよかった。

・木片という用材を使ったことで、想像以上に緊張感を持ったようである。それだけ完

成の喜びや失敗の悔しさを体験できたようである。

・隷書が身近な生活の中に少なからず活用されていることが、夏休み中の課題によって

かなり理解できてよかった。

・名札の形式やその使いみちを考えていきたい。

・書道ノートや評価カードについて、もっと時間をかけずに書けるよう工夫していきた

い。

・観点別評価を評定にどのように導入したらよいか、今後検討していきたい。

６．指導実践例その二

①題材「巻紙に手紙を書く」

②設定の理由

平素の教科指導で大切にしていることに「筆意」がある。書は筆を通して筆者の

心情（気持ち）が自然と表れるものである。「筆意」とは、用筆・運筆の際の筆者

の心構え、心情をいう。たとえ字そのものは稚拙であっても筆の動きに気持ちが表

れた字は観る者の心に響くものである。筆意は無心の書に多いという。古来、名筆

に手紙や原稿が多いのも頷けよう。

普通科の生徒には「漢字仮名交じりの書」の単元で、好きな詩文や校歌を題材に

学習させているが、授業時数の少ない体育科の生徒には手紙を書かせることとした。

何と言っても手紙が一番筆者の心情がにじみ出るものである。丁寧に心をこめて巻

紙に手紙を書くことは貴重な体験となるはずである。
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③目標

(1)筆者の心情が表れるよう、心をこめて手紙を書くことができるようにする。

(2)漢字と仮名を調和させて書くことができるようにする。

(3)巻紙の書式について理解させる。

④指導計画（３時間）

第１時：現代作家や文学者の手紙や原稿を鑑賞させ、手紙の原稿（下書き）を作成

させる。

第２時：漢字と仮名の調和を図り、運筆のリズムを大切にして巻紙に書かせる。

第３時：巻紙に清書し、封筒の宛名や住所を書かせる。

⑤学習内容と指導上の留意点

(1)現代作家や文学者の手紙や原稿を鑑賞する。

(2)手紙の原稿（下書き）をサインペンで書く。

ア．内容は、両親や先生への礼状・卒業にあたっての決意とする。

イ．形式は、巻紙に書く都.合上、１行に７～９文字程度で２０行以上とする。

(3)字の大きさに応じて行間の広さを決定する。

ア．巻紙における文字の大きさと行間の関係について２～３範例を示し、形式を

理解させる。

イ．字の大きさはある程度自由にして、手紙の冒頭の数行を書いてみる。

，ウ．行間の広さについて考えさせ、半紙にフェルトペンで線を引き下敷きを作成
する。

(4)手製の下敷きを使って、巻紙に全文を書く。

ア．巻紙の天地を１cmほどあけ、行頭の高さがそろうようにする。

イ．各行の末尾は、読みやすいように文節の切れ目に注意し、（熟語が二行にま

たがらないように）字を小さくするか改行する。また相手の名が行の下部に

こないようにする。

ウ．仮名に対して漢字をやや大きめにし、全体の調和を図るｑまた、漢字と仮名

の線質が同じになるようにアドバイスをする。

ェＪ句読点はできるだけ打たず、半字分あけるかそこで墨継ぎをするか、または

改行する。

(5)巻紙に心をこめて清書する。（気脈の貫通）

ア．磨墨して墨の濃さを決める。

イ．墨継ぎがわかるように、渇筆が出るまで墨を付けないように注意する。

ウー最終行の宛名の左端の余白を十分とって巻紙を切る。

(6)手紙を鑑賞する。

ア．黒板等に掲示して、批評し合う。

イ．自己評価をしてカードに記入する。
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(7)封筒に宛名書きをし、巻紙を中に入れる。

ア．名前や住所の位置と字の大きさに注意して、２～３回練習してから封筒に清

書する。（はがきと封筒の宛名書きについては、以前硬筆で学習している）

イ．巻紙の巻き方と折り方、それに封筒への入れ方について説明する。

⑥評価

(1)心をこめて、手紙を書くことに集

中できたか。

(2)漢字と仮名の調和を図ることがで

きたか。

(3)巻紙の形式を理解できたか。

⑦その他

評価カードは、実践例その－と同様

にチェック項目を考慮して作成した。

７．今後の検討課題

巻紙という形式そのものは大変古いが、生徒は斬新な感じを抱いたようである。むし

ろ格好いいとさえ思ったようである。わずか三時間の学習であるが、達成感・成就感を

味わえたのか、大半の生徒の表情は満足気であった。

以下、今後の課題を列挙すると次のようになる。

・手紙や原稿に関する鑑賞用の教材であるが、やはり実物大のものが望まれる。そこで

範害したものを見せたところ、生徒の反応が大きく、巻紙に書いた手紙の良さが直に

伝わったようである。私自身巻紙による手紙をもらうことが少なくないので、これか

らはその何点かを生徒に見せてやろうと思う。

・手紙の形式や敬語の使い方などを指導する時間が足りなかった。

・巻紙に書かせる時、罫線を引いて作成した下敷きを使わせたが、できれば巻紙を左手

に持ったまま書かせてみたい。普通科の生徒には短冊作品の折、この方法で書かせた

がよい経験になったようである。

・巻紙の紙質であるが、今回は下敷きの線がよく見えるようにと市販されている薄手で

にじみの少ないものを使用したが、よくにじむものにも挑戦させたい。墨量の変化が

明確になるからである。

・批評会の時、このクラスは３年間同じメンバーであり、お互いを知り尽くしているの

で、思いの外心情を汲み取っていたようであるが、ともすると字が上手、下手だけの

鑑賞に陥りやすい。

・自己評価は、生徒の性格の相違から過大・過小評価に陥りやすいので、できるだけ評

価項目を細分化するか絞るかしなければならない。今後、他者の評価を加えて客観性

を持たせたい。
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８．おわりに

表現活動においては、「漢字の書」「仮名の書」「漢字仮名交じりの書」の三区分の

うちいずれの分野であろうと、－番大切なことは生徒が何を書くか、何を書きたいかで

ある。その書きたい語句や詩文をいかに引き出すかがポイントに思えてならない。こと

さら個性を生かそうとしなくても、生徒自身が心情を表現したくなる語句であれば意欲

も湧くだろうし、態度も向上するはずである。

この指導実践例は本校体育科３年の生徒を対象に実施したものである。体育科の特性

から体育科目を３０単位履修し、さらに３年間部活動に所属して厳しい練習に耐え、活

躍した生徒である。従って、集中力や持続力において他の学科の生徒に比べてすばらし

いものがある。－年間の学習内容は盛りだくさんとなったが、たいした消化不良も起こ

さず、書道を選択してよかったと思わせたと自負している。

また、書の楽しさ、よさ、むずかしさに触れ、書を愛好する心情を養い、さらに生涯

学習につながっていけばと願う昨今である。

※参考資料（夏休み中の課題）

－新聞、雑誌、チラシの切り抜き
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コヨｊＩＩ型畏亨書写亨菫謁苣孝史了寄垂巨目目ｏフきうoのる民

1987.1.23有志が集い県下に校種一貫した書写書道教育研究組織設立に向けて懇談する会を発足させ

(脚6群）る。（1988.2.26迄に9回の会合を開く）－

1988.4.22石川県書写書道教育懇談会と改称し第１回の会合を持つ［金沢大学教育学部書道演習室］

(聯3年）（1995.10.5迄に48回開催する。）

1989.8.29石川県書写書道教育連盟設立総会［ホテル六華苑］

(敷燕）（平成２年度に第１回石川県書写書道教育研究大会開催することを決定）

成元年度石川県書写書道教育連盟役員（敬称略）

名誉顧問

顧問

相談役

金子曽政く元金沢大学学長＞

南和男く石川県教育長＞

北西正二坂口敏田島庄吉 久田久信氷田茂良横西精

会長

副会長

藤則雄く金沢大学教育学部長＞

[石川県教育委員会学校指導課長］

[金沢市小学校教育研究会書写部長］

[金沢市中学校教育研究会習字部長］

[石川県高等学校教育研究会書道部会長］

[石川書写の会会長］

[金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］

三宅正敏

河本隆成く金沢市立馬場小教頭＞

大野重幸く金沢市立金石中校長＞

佐藤政俊く金沢女子高校長＞

山田泰正く鹿島町立越路小校長＞

法水光雄く金沢大学助教授＞

[金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］兼任

:幼・保部：嘉門久直く森本幼稚園長＞

:小学校部：森川登夫く津幡町立中条小校長＞谷村修次く小松市立蓮代寺小校長＞

:中学校部：松寺淳照く金沢市立森本中教頭＞

:高校部：中山武久く津幡高校教諭＞

理事長

副理事長

監事 吉田一郎く小松市立向本折小校長＞

木本峰生く七尾市教育委員会学校教育課長＞

理事：県教委学校指導課：

［小学校・中学校(国語科書写)担当指導主事］永井志津子

［高等学校(芸術科書道)担当指導主事］高沢幹夫
＊金沢地区

：幼・保部：青山洋子くみどり・かわい幼稚園副園長＞

：小学校部：林道子く南小立野小教諭＞中川晃成く館野小教諭＞

：中学校部：千場和子く野田中教諭＞古本佳世く野田中教諭＞

：高校部： 林昭悦く金沢女子高教諭＞石浦義彦く金沢泉丘高教諭＞

：障害児学校部：南進く県立養護学校教頭＞

＊加賀地区

：小学校部：穴田孝子く三谷小校長＞川筋登史已＜向本折小教頭＞市村良二く木場小教諭＞
：中学校部：阿戸壮一郎く九ノ内中教頭＞
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：高校部：

：障害児学校部：

*能登地区

：小学校部：

：高校部：

東野洋子く小松市立女子高教諭＞北室正枝く金沢西高講師＞

川上千鶴子く小松養護学校高等部主事＞

西野和代く天神山小学校長＞福田教導く金ヶ崎小学校教頭＞

蝦喜代子く飯田高校教諭＞大場豊治く七尾高校教諭＞

事務局

:事務局長：永江芳教<金沢商高教諭＞

:副事務局長：久田英夫く金沢中央高校教諭〉中川晃成く館野小教諭＞

:庶務部：部長・中田稚子<森本中教諭＞副部長･宮嶋雅美く明和養護学校教諭＞

:会計部：部長・佃さえ子<千代野小教諭＞副部長･八田和幸く鳴和中教諭＞

:研究部：部長・金田京子<宇ノ気小教諭＞副部長･風雪絵く金大付属中講師＞

:会報部：部長・板橋法子<河南小教諭＞副部長･西尾恵美子く中島小教諭＞大坂育代く揚野小教諭＞
:研修部：部長・八田和幸〈鳴和中教諭＞副部長･北村千恵く山中小教諭＞

:調査部：部長・大浦努<大浦小教諭＞副部長･宮崎聡美く松波小教諭＞西川真理く野々市小教諭＞

11.15第４回全国大学書写書道教育学会・平成元年度全国大学書道学会

～１７．平成元年度H轍育博iif;全国書道教育部門会＜後援＞

１２．１第１回理事会［金沢商業高等学校］

12.10『石川県書写書道教育』（創刊号）発行

1990.5.18第２回理事会［金沢商業高等学校］

(輸酔)１０．１『石川県書写書道教育』（第２号）発行

11.19第１回石川県書写書道教育研究大会

［金沢市立南小立野小学校・金沢市立野田中学校
第３回理事会

石川県立金沢泉丘高等学校］

1991.2.23第４回理事会

(稲群）３．１『石川県書写書道教育』（第３号）発行

６．４第５回理事会［金沢商業高等学校］

10.30『石川県書写書道教育』（第４号）発行

11.18第２回石川県書写書道教育研究大会

［野々市町文化会館・野々市町立野々市小学校・石川県立養護学校］
第６回理事会

1992.3.26第７回理事会［金沢ガーデンホテル］

(稲蜂）３．３０『石川県書写書道教育』（第５号）発行

５．２８第８回理事会［金沢中央高等学校］

10.20『石川県書写書道教育』（第６号）発行

11.18第３回石川県書写書道教育研究大会［金沢市立鳴和中学校］

第９回理事会

1993.3.30『石川県書写書道教育』（第７号）発行

(轆砕）６．４第10回理事会［金沢中央高等学校］
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11.18第４回石川県書写書道教育研究大会

［石川県立金沢商業高等学校・金沢市立富樫小学校・石川県立金沢泉丘高等学校］
第１１回理事会

１９９４３．３１『石川県書写書道教育』（第８号）発行

(鞍６年）６．４第１２回理事会［金沢中央高等学校］
第４回石川県書写書道教育研究大会第１回実行委員会

10.19第５回石川県書写書道教育研究大会［小松市立女子高等学校・小松市立安宅小学校］
第13回理事会

１２．１『石川県書写書道教育』（第９号）発行

1995.3.30『石川県書写書道教育』（第10号）発行

(軸７年）６．６第14回理事会［金沢商業高等学校］
９．２０『石川県書写書道教育』（第11号）発行

10.19第６回石川県書写書道教育研究大会［ラピア鹿島・鹿島町立越路小学校］

第15回理事会

１９９６．３．『石川県書写書道教育』（第12号）発行

(軸８年）４．２５第16回理事会［金沢商業高等学校］

６．６第17回理事会［金沢商業高等学校］

１０．『石川県書写書道教育』（第13号）発行

石川県立金沢中央高等学校］11.21第７回石川県書写書道教育研究大会［金沢市立弥生小学校

第18回理事会

１２．６第７回石川県書写書道教育研究大会反省会

『石川県書写書道教育』（第14号）発行１９９７．３

(職９年）

6.25第19回理事会［六華苑］

『石川県書写書道教育』（第15号）発行10

第８回石川県書写書道教育研究大会［加賀市立南郷小学校・加賀市市民会館］
第20回理事会［加賀市市民会館］

11

１９９８．３．１第66回石川県書写書道教育懇談会［六華苑］

GzllilO年）

３．『石川県書写書道教育』（第16号）発行

5.25第67回石川県書写書道教育懇談会［石川県立金沢伏見高等学校］

7.10第68回石川県書写書道教育懇談会［石川県立金沢伏見高等学校］

第９回石川県書写書道教育研究大会経過報告
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7.18第２１回理事会［六華苑］

第９回石川県書写書道教育研究大会第１回実行委員会

８．第１次案内発送

９．２２第69回石川県書写書道教育懇談会［石川県立金沢伏見高等学校］

10.第２次案内発送

10.15公開授業指導案検討会［内灘町立大根布小学校］

10.16第70回石川県書写書道教育懇談会［津幡町立中条小学校］

10.22研究協議会Ｉ検討会［金沢市立浅野川中学校］

10.26第９回石川県書写書道教育研究大会第２回実行委員会［内灘町立大根布小学校］

10.『石川県書写書道教育』（第17号）発行

ｺﾖﾉ０１喋群書辺字雫書正三孝文下等ｐｆ多狂うに言芸０つまう0の己ら保

1990.11.19第１回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」
－豊かな体験を通して感動する心を求めて－

－文字意識を高めるための基礎基本のあり方一

［金沢市立南小立野小学校／野田中学校・石川県立金沢泉丘高等学校］
・公開授業（小学２年・中学１年・高校１年）

・記念講演「新学習指導要領のめざす書写書道の学習指導」
久米公先生（文部省視学官・千葉大学教授）

1991.11.18第２回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」
－豊かな体験を通して感動する心を求めて－

－文字意識を高めるための基礎基本のあり方一

［野々市町文化会館・野々市町立野々市小学校・石川県立養護学校］
・公開授業（小学校１年・６年）養護学校（学校公開／クラブ活動等）
・記念講演「児童生徒の心をひきつける具体的な指導法」

績木湖山先生（帝京大学教授）

1992.11.18第３回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」
－豊かな体験を通して感動する心を求めて－

－文字意識を高めるための基礎基本のあり方一

［金沢市立鳴和中学校］

・公開授業（中学校１年）

・記念講演「学習指導の最適化のために」

久米公先生（千葉大学教授）
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1993.11.11第４回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」

－豊かな体験を通して感動する心を求めて－

－文字意識を高めるための基礎基本のあり方一

［石川県立金沢商業高等学校・金沢市立富樫小学校・石川県立金沢泉丘高等学校］

・公開授業（小学校３年）（高等学校１年）

・記念講演「江戸時代の書教育一川柳に見る手習い_」

田中東竹先生（実践女子大学教授）

1994.10.19第５回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」

一文字意識を育て自ら学ぶ意欲を高める書写指導のあり方一

一古典との出会いを大切に感動を分かち合う心を求めて－

［小松市立女子高等学校・小松市立安宅小学校］

・公開授業（小学校６年）（高等学校１年）

・記念講演「文字感覚を養い自ら学ぶ意欲を高める書写書道教育のあり方」

柳下昭夫先生（東京家政大学講師・前教育課程審議会委員）

1995.10.20第６回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」

－知的な遅れを持つ生徒における余暇指導一書道を通して－

－自己批正とペア学習を生かし、文字意識を高める書写学習のあり方一

［ラピア鹿島・鹿島町立越路小学校］

・公開授業（小学校５年）研究発表（養護学校）

・記念講演「漢字は生きている」

浦野俊則先生（二松学舎大学教授）

1996.11.21第７回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」

－書きたい意欲を持たせるために－

［金沢市立弥生小学校・石川県立中央高等学校］

・公開授業（小学校４年）（高等学校２年次）研究発表（中学校）

・記念講演「意欲を高めるための書写書道教育」

平形精一先生（静岡大学教授）

1997.11.21第８回石川県書写書道教育研究大会

「基礎・基本をふまえて、豊かな心を育てる書写書道教育」

－－人ひとりがめあてを持ち、文字意識を高める授業をめざして－

［加賀市立南郷小学校・加賀市市民会館］

・公開授業（小学校４年）研究発表（中学校・高等学校）

・記念講演「実験を通して考える書写・書道」

－「手本が無くても書ける」をめざして－
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う匠ｒＪＩｌＺ具亨書写壽書う首孝p〔了三詞彗堅｣藍【二役邑ﾑヨ（敬称略）平成10年度

名誉顧問金子曽政く元金沢大学学長＞

顧問西貞夫く石川県教育長＞

相談役北西正二坂口敏田島庄吉久田久信氷田茂良横西椿

参与吉田一郎森川登夫木本峰生谷村修次南進河本隆成

会長藤則雄く金沢経済大学教授・前金沢大学教育学部長＞

副会長

［石川県教育委員会学校指導課長］福田繁機

［石川県私立幼稚園協会理事長］源通く妙源寺幼稚園園長＞

［金沢市小学校教育研究会書写部長］福田芳子く金沢市立東浅川小学校教頭＞

［金沢市中学校教育研究会書写部長］富樫慶樹く金沢市立芝原中学校校長＞

［石川県高等学校教育研究会書道部会長］村西一く県立津幡高等学校校長＞

［石川県特殊教育諸学校校長会代表］米田友和く県立平和町養護学校校長＞

［石川書写の会会長］由雄捷悦く津幡町立津幡小学校校長＞

［金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］押木秀樹<前金沢大学教育学部助教授＞

理事長押木秀樹く兼任＞

副理事長：幼・保部：

：小学校部： 林道子く金沢市立三馬小学校教諭＞[市小教研書写副部長］

丹後誠仁く鹿西町立能登部小学校校長＞

永井志津子く七尾市立小丸山小学校校長＞

北野勝彦く小松市立能美小学校校長＞

：中学校部： 桶成好江く田鶴浜町立田鶴浜中学校教諭＞

：高校部： 林昭悦く県立津幡高等学校教諭＞

：盲･功・養護学校部：河合忠之く県立明和養護学校松任分校＞[県特殊教育諸学校

教頭会会長］

監事松本勝雄く中島町立熊木小学校校長＞中山武久く県立金沢泉丘高校教諭＞

理事

＊石川県教育委員会

［小学校・中学校(国語科書写)担当指導主事］帽子山瑞枝くこ閥】刷臓li1i性(f指導主事＞

［高等学校(芸術科書道)担当指導主事］塩素尚く学校指導課指導主事＞

第２１回石川県書写書道教育連盟理事会７/1８
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＊金沢地区

：幼・保部：

：小学校部：

：中学校部：

：高校部：

青山洋子くみどり・かわい幼稚園副園長＞

大浦努く花園小学校教諭＞中川晃成く菅原小学校教諭＞

福島絹子く長田中学校教諭＞古本佳世く鳴和中学校教諭＞

石浦義彦く金沢伏見高校教諭＞永江芳教く金沢商業高校教諭＞

久田英夫く金沢中央高校教諭＞

北室正枝く金沢大学講師＞：大学部：

:盲･ろう･議報ｉｌ：

＊加賀地区

：小学校部： 阿戸壮一郎<松陽中学校校長＞川筋登史己<中海小学校校長＞

西出和由く作見小学校校長＞

小座間美智子く東和中学校教諭＞高市比呂子く錦城中学校教諭＞:中学校部：

:高校部：

＊能登地区

：小学校部：

：中学校部：

：高校部：

：盲･ろう･鑓罰i;l：

福田教導く越路小学校校長＞積和子く能登島小学校教頭＞

山田寿一く七尾地方教育事務所管理主事＞

螺喜代子く県立水産高校教諭＞大場豊治く七尾城北高校教諭＞

清水徳典く七尾養護学校教諭＞

事務局

：事務局長：

：副事務局長：

永江芳教く金沢商業高校教諭＞

中川晃成く菅原小学校教諭＞岩田稚子く金石中学校教諭＞

:庶務部：

部長・岸瑞代く大聖寺高校講師＞

部員・北村千恵く南郷小学校教諭＞

・柿木千鶴く松南小学校教諭＞

副部長・山口雅美く額小学校教諭＞

･山沢聡美く中海中学校教諭＞

･中島知子く小立野小学校教諭＞

:会計部：

部長・佃さえ子く美川小学校教諭＞副部長・西尾恵美子く福岡小学校教諭＞
部員・水上真由美く県立医王養護学校教諭＞

:研究調査部：

部長・板橋法子く那谷小学校教諭＞副部長・北野京子く大根布小学校教諭＞

部員・寺井純子く日置小学校教諭＞・坂井雪絵く大根布小学校教諭＞

・唐津清美・西脇良樹く北星小学校教諭＞

:会報部：

部長・八田和幸く浅野川中学校教諭＞副部長・田中学く松任高校教諭＞

部員・中辻育代く浜小学校教諭＞・谷口美晴く作見小学校教諭＞

・礒野美佳く金大付属中学校講師＞・新谷幸一く条南小学校教諭＞

第２１回石川県書写書道教育連盟理事会７/1８
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－敬称略一第９回石川県書写書道教育研究大会役員

金子曽政西貞夫顧問

参与 北西正二坂口敏田島庄吉久田久信氷田茂良横西清

吉田一郎森川登夫木本隆生谷村修次南進河本隆成

藤則雄大会長

副大会長 福田繁機源通福田芳子富樫慶樹村西

米田友和由雄捷悦押木秀樹

実行委員長森川徹

副実行委員長松井喜美子林道子丹後誠仁永井志津子

桶成好江林昭悦河合忠之

実行委員［部担当１ [企画研修部】研究授業：研究協議会

(松井喜美子）（林道子）（林昭悦）

[庶務部】大会案内：会場：受付：接待

(石浦義彦）（福島絹子）（古本佳世）

[研究集録編集部］研究集録編集・発送

(久田英夫）

[記録部】記録・写真

(大浦努）

l会計部】会計

(青山洋子）

[事務局長１永江芳教［副事務局長】中川晃成岩田稚子大会事務局

l庶務部１０岸瑞代ｓ山口雅美北村千恵山沢聡美

柿木千鶴中辻育代唐津清美中島知子

○1Kﾁｰﾌ

sIiｻﾌﾞﾁｰﾌ

[鶏醗剖１０八田和幸ｓ板橋法子田中学谷口美晴

礒野美佳新谷幸一

|記録部】O坂井雪絵寺井純子西脇良樹

1会計部１０佃さえ子ｓ西尾恵美子水上真由美

第21回石川県書写書道教育連盟理事会７/1８
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二Ｅ７ｊＩＩＬ具壽書二二三手書ﾆﾇ亘孝h面雪道二E監房Ｌ夫見糸<こり

本会は、石川県書写書道教育連盟と称する。

本会の本部を金沢大学教育学部内におき、事務局を事務局長の在勤校に

おく。

本会は、授業研究を中心として、県内の幼稚園(保育園・保育所）・小学

校・中学校・高等学校・大学(短期大学・専門学校）・障害児学校等の一

貫した書写書道教育と書道文化の更なる充実発展に努めるとともに、会

員相互の親睦を図ることを目的とする。

本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行なう。

（１）研究会の開催

（２）会報の発行

（３）関連する学会・研究会・内外諸機関等との連絡と協力

（４）講演会・講習会の開催

（５）調査研究

（６）その他必要な事業

本会は、県内の幼稚園(保育園・保育所）・小学校・中学校・高等学校・

大学(短期大学・専門学校）・障害児学校の教員及び本会の目的に賛同す

るものをもって組織する。

本会に、下記の役員をおく。

会長１名副会長若干名理事長１名

副理事長若干名監事若干名理事若干名

事務局長１名副事務局長若干名

（１）事務局には、次の六部を設け、各部とも、部長１名副部長１名、

部員若干名をおくものとする。

・庶務部・会計部・研究部・会報部・研修部・調査部

（２）本会に、名誉顧問・顧問・相談役・参与を推戴することができる。

（３）役員の選出と任期は、下記のように定める。

（１）役員は理事会において選出する。

（Ⅱ）役員の任期は－か年とする。ただし、再任は妨げない。

本会の理事会は、本会の運営及び事業に関する重要事項を審議決定する．

（１）理事会は、必要に応じて、会長が召集する。

（１）理事会は、第６条における、会長・副会長・理事長・副理

事長・監事・理事・事務局長・副事務局長・事務局各部長

によって構成する。

本会の経費は､会費及びその他の収入をもってこれにあてる。

本会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

本会の会計は、監事によって監査をうける。

蔦１条06＃）

蔦２条（欄･轆局）

儲３条（目的）

第４余傅紫）

ＩｉＩ５紫（組蝋）

儲６条（役員）

蔦７条（哩轄）

蔦８条（会計）

儲９条（舗鞭）

第１０条(監査）

［附則］

ボ１１条 規約の改訂は、理事会の議決を経なければならない。

平成元年８月２９日制定

平成２年５月１８日一部改正
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公的資格を取ろう〃

●後援一全国都道府県教育委員会●受験料

●試験の種類と程度

4級…基礎的な技術及び知識

3級…一般の技術及び知識

2級…専門的な技術及び知識
●

1級…高度な専門技術及び知識

●試験日（同日実施）●特典

◎平成10年度第２回…11月22日（日）書写・書道教育に最適。公的資格のため
履歴書に書け、国語力もつき、高校入試◎平成10年度第３回…11年１月30日（±）
の調査書に書ける。(毎年６月､11月、翌年１月の3回実施)
高校の単位認定に認められ、大学・短大●試験地
の入試で優遇され、事務能率の向上にも

全国主要都市、２０名で試験会場設置可
役立つ。

●受験者携参考書刊行（申し込みは協会へ）

硬筆：手びきと問題集（定価900円〒310円）■願書請求方法一宛名明記の返信用封筒
毛筆：手びきと問題集（定価1,000円〒310円）（80円切手貼付）と切手200円を同封し、

協会にご請求ください。

〒170-0005東京都豊島区南大塚3-41-3TELo3‐（3988）3581㈹
財団

法人 日本書写技能検定協会
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硬筆 4,120円 2,060円 1,550円 1,030円

毛筆 4,640円 2,680円 1,850円 1,030円
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〒920-0002金沢市干木１丁目３３－１ＴＥＬ・ＦＡＸ(076)２５３－０６１８
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術の明日を創る

口 ソ
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5人 こう
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株式会社賛交社

本社京･山科区勧修寺東出町4‐１３０７５(572)8964

二条店京･中京区河原iu]｢通二条西入８０７５(222)０３９０

野

この道四百年･創業慶長十四年(1609年）

株式〉
会社し
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Ｉ

〒924-0051松

￣～

=Z二三

任市福留148 Ⅲ(076)277-1277
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、

本社／〒921-80ｕＩ４金沢市米泉町８丁目８番地

ＴＥＬ．（０７６）２４７－２２３１
ＦＡＸ（０７６）２４７－３６１２

片町店／920-0981金沢市片町１丁目７番17号

ＴＥＬ（０７６）２６２－９３３３
ＦＡＸ（０７６）２６２－９３３３
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代理店

教材・教具・文具
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小松市新殿治町１３のＩ
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ﾌﾐ｢勺

● ど

⑤920-0902金沢市尾張町１丁目７－８

召金沢Ｏ76-264-3288㈹FAXO76-262-4537
①0

第９回石)１１県書写書道教育研究大会

きものと洋品

沈二かもり
津幡中央銀座商店街

ＴＥＬＯ７６－２８９－２３５５
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津幡店／河北郡津幡町浅田丙4８－１ＴＥＬ(076)2B9-4612

宇ノ気店／河北郡宇ノ気町内Ｂ角中１２ＴＥＬ(076)283-5302

ﾗﾋﾜﾄﾜﾜﾄ

名誉大賞受賞

御進物に

凸芽

お茶のひとときに

＝） の

、 の、

倶f11伸璽J’

者盆ｂ、

手念

御愛用下さい 津幡町ＴＥＬ289-2637

全国

菓子博

、
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ヒヒ 男
パブヶージツァーIよしもらん.お詳樺のニーズ'二毒忘几したオーグーメイトPの旅』て.膝のこととらなんて6ﾓみってい』税

私たちは.俵する人の心を大切'二.６つL無しい旅を釘lNlIIL2T．

厳する人の気持ちで……覇しいＪＴＢ．

ForYburTiavelife

JTB旅のサロン金沢
〒O20-O917金沢J竹F垣町３０(スカイプラザ前）

海外鯏壷0120-64-7082国内鯛函0120.64-7072

至
赤
＝

祭お車でご来店のお客柧は上妃の駐車■をご利用下さい。
１時間QR料巻を差し上(fます゜

●営量蒔周平白石±医日/9:３０~,Z:30Uﾖ･祝日休柔〉

教材教具・視聴覚機器・○Ａ機器・ワープロ・パソコン

株式会社 夕､イシン
金沢市米泉８丁目105

ＴＥＬ２４３

ＦＡｘ２４３

１５５５

１７８３



書籍・文房具・教材・教具

店
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粟津祐治

〒924-0855石川県松任市水島町１６８
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侃冠臣垂甕■
赤ちゃん.ご家族･成人式.ご入学･七五三･証明写真･商品撮影.
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●森本店／マイモールモリモト

●新神田店／金沢市入江１丁目２８＄
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ＯＡ機器・事務器・文具・紙製品

百々商 会

〒g20-0202金沢市木越１丁目69番地

TEL・ＦＡＸ２５７ ２０６５

学校教材･文具･事務用品

■

｣｣く

松任

プご

市新田町1０－３

TELO76-274-6370

店
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野球川品専門．スポーツ用品全般
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金沢･安江町アーケード街

ＴＥＬ２６３－７７７７㈹

ＴＯＹＯＰＨＯＴＯＳＴＵＤＩＯ

スタジオ撮影ビデオ撮影出張撮影
スクールアルバム コマーシャルフォト

型型△型9二2幽匹／￣

金沢市彦三町二丁目五一五⑲920-0901

臼(076)231-6456

ＦＡＸ(076)221-1097
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石津表具店

京都市中京区壬生馬場町1６－５

TＥＬＯ７５（812）３３１８

￣＿

●暁教育図書の教育図書・教材
●宙曰の学習教材「はつらつ」

北 皇
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ﾜロ

金沢市石引4丁目４－４
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日本画・洋画

岡田錦成堂
安江町13表B3厘'jW8 白金沢221-3658
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部

、

蘆|鬘|鑿
祝第９回石川県書写書道教育研究大会

きくざわ書店

七尾店・羽咋店・穴水店

諸紙・印刷・文房具・事務用品

■ｌ■■

代表
ロ
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〒920-083l金沢市東山３丁目10番43号
ＴＥＬ・ＦＡＸ２５２ ９３４１

■■ ■■

学校教材特約店

島野教材社
代表者島野和夫

石川県小松市矢田野町イの４１
電話・ＦＡＸ(0761)４４－２ｓ２２

郵便番号923-0342

株式
会社

参考書心理検査教材

村

金沢市小坂町中3５－４

ＴＥＬ（076）251-1702
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総合印刷・企画・編集

東井印刷所
金沢市糸田新町１０－１

ＴＥＬ（076）280-1625

ＦＡＸ（076）280-1925

第九回

ﾌ白川県書写書道教責~毛ｦf究大会

Ｉ
〒921-8001金沢市高畠3-154

TELO76(291)1250ＦＡＸＯ７６(292)8008

http://www､sknetCrjp/i-kazu/index・hｔｍｌ
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教材･教具･ＯＡ機器･その他

侑)タカセ教材

〒923-0948小松市錦町28番地

ＴＥＬ（0761）２１－２１８６

ＦＡＸ（0761）２１当4868

Ｓｐｏｒｔｓ

ｎｍ向同岡円内

ＭＭ

ｓｈｏｐ

向同Ｆ１｢ｦ１口囚FﾃＩ
野々市町高橋町1９－１８

スポ宮ツ
TEL（076)2４６－２４８８

㈲ハロ バッティングセンタ ￣

草野球から学童・中学・高校野球まで野球情報が満載
http://wvw・nsknet・or・jp/～hellobc／index・htm
E-■ail:hellobc0nsknet・ｏｒ・ｊｐ

〒920-0016石川県金沢市諸江町中丁１７９－３
ＴＥＬ／０７６．２２３．０５４１ＦＡＸ／0７６．２２３．０５６２
営業時間ＡｌＩ９：００～ＰＭ１１：００

野田誠光霊園分譲中

７戸

〒921-8112金沢市長坂５丁目１２番２２号

ＴＥＬ（076）２４２－１６４４㈹

ＦＡＸ（076）２４２－９４９３
菊川シ画一ルーム６１－０５５５

宝石・時計・メガネ

金牙己宝石曾監BU1ヱンター

震議

里

コンサルタント園全会圏

〒920-0901金沢市彦三町2－３－１１

ＴＥＬ(076)221-7162㈹

ＦＡＸ(076)221-3409
金沢市片町2-21-6シンニチビル2Ｆ

PhoneO76-262-1919〒920-0981
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重量鉄骨Ｓ階建てまたは､１階鉄骨､２．ｓ階木造､準木造の構造で対応します

S階建住宅
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あすを築く教育のいしずえ
￣

学校教材販売

書道セット

⑨ 北陸青葉

本田教材社
金沢Tl丁寺11111丁目３ 2６

かきかたノート冠(076)２４１－１ＳＳＳ

企画･印刷･出版の分野から新しい時代のメッセージ

責反登印 Ｕ 参二
本社●〒920-0855石jⅡ県金沢市武蔵町７番１０号

TELO7S-233-2550㈹FAXO7S-233-255S

工場●〒Ｓ２４００１３石jⅡ県松任市番匠町2SS番地

TELO7S-2ﾌ400B4㈹ＦＡＸＯ７Ｓ－２７４００１Ｂ

グループ会社●株式会社博文堂シナジー株式会社
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金沢市小立野四丁目二番三号

ＴＥＬ（076）２６１ ￣ ４３２１

祝第９回石ﾉ'１県書写書道教育研究大会
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大阪書籍株式会社
〒537-0001

大阪市東成区深江北2-1-1
TEL：06-973-9800（代）
FAX：O6-974-2691

URL:http://www・osaka-shoseki・CO・jｐ
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せせらぎb､街柿木畠薗

ろつのみや

③920-0962金沢市広坂1丁目１番30号ＴＥＬ､076(234)8111㈹
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LifeandTechnology

Ｉ
ＰＨＯＮＥ(076)222-0565ＦｙｋＸ(076)224-0581

経曰廓赫行
-00￣.･・---■■ﾛ■■■■￣￣ロ

■金沢教育旅行センター
金沢市片町1丁園6-13(明治生命ピル6Ｆ〉

ｓ(Ｗ⑥)色白４－已已ロ畳

本･学用品･靴１W品･音鯏室(ﾋﾟｱﾉ･ﾃｸﾆﾄｰﾝ入Iii鵬）


